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風水害の危険！
そのとき、
あなたは？

岩手・宮城
内陸地震が発生
特集

岩手・宮城内陸地震による河道閉塞
（土砂ダム）の仮排水路。宮城県栗原市。
（写真提供：共同通信社）

平成20年（2008年）



　

北
海
道
洞
爺
湖
畔
に
位
置
す
る
有
珠
山

は
、高
さ
7
3
7
m
。
寛
文
3（
1
6
3
3
）

年
に
火
山
活
動
を
再
開
し
て
以
来
、
噴
火

を
繰
り
返
し
、
そ
の
際
、
必
ず
有
感
地
震

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
う
そ
を
つ

か
な
い
山
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
19
年
の
噴
火
で
は
南
東
側
の
山
麓

で
土
地
の
隆
起
が
始
ま
り
、
翌
年
9
月
に

溶
岩
ド
ー
ム
が
生
成
さ
れ
た
。
そ
の
新
た

な
山
は
昭
和
新
山
と
名
づ
け
ら
れ
、
国
の

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
52
年
8
月
の
大
噴
火
で
は
、
噴
煙
が

最
高
1
万
2
0
0
0
m
を
記
録
。
降
灰
は
、

道
内
の
1
1
9
市
町
村
に
及
ん
だ
。

　

最
近
の
噴
火
は
平
成
12
年
。
こ
の
時
、

日
本
で
初
め
て
噴
火
前
に
緊
急
火
山
情
報

が
発
表
さ
れ
、
1
万
人
以
上
の
住
民
が
避

難
し
た
。
火
山
防
災
マ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ

と
、
普
段
か
ら
児
童
へ
防
災
教
育
を
行
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
も
手
伝
い
、
家
屋
や
道

路
な
ど
の
被
害
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、

一
人
の
犠
牲
者
も
出
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
荒
々
し
い
有
珠
山
だ
が
、
展
望

台
や
遊
歩
道
か
ら
の
火
口
見
学
や
、
北
麓

に
広
が
る
洞
爺
湖
温
泉
は
、
北
海
道
で
も

人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
7
月
7
日
〜
9

日
に
は
、洞
爺
湖
で
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

1.5万年から2万年前に活動を開始し、7000年から8000年前に山体崩壊を起こしてからは、火山活動を休止していたが、現在は活動的で特に重点
的に観測研究を行うべき火山の一つ。現在、噴火警戒レベル1（平常）が継続している（7月14日現在）。

有珠山

緑の大地で異彩を放つ、荒 し々い山肌

有珠山
［北海道］

日 本 の

火 山    　   vol.02

洞爺湖畔にそびえる有珠山。ふもとには、洞爺湖温泉街が広がる。（写真提供：アフロ）
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風水害の
危険！
そのとき、
あなたは？
台風災害は、こうして起こる！ ─ 気象庁
平成16年台風 23号がのこしたもの

～兵庫県豊岡市をたずねて～
平成16年台風 23号、その後

～災害を乗り越えて強くなる、地域のつながり～
人は逃げないもの、ではどうする!?
群馬大学大学院教授　片田敏孝

日本の火山vol.02
有珠山（北海道）
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有明の丘基幹的広域防災拠点施設の
供用開始について
中部圏・近畿圏の内陸直下地震による被害想定結果
～経済、交通、ライフライン被害等～

目次／台風による暴雨に襲われた東京。
　　　（写真提供：ロイター/ アフロ）
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女優 田中美里さん

緊急REPORT

平成 20年（2008 年）
岩手・宮城内陸地震が発生
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大規模に土砂が崩落した荒砥沢ダムの上流
付近。［国土地理院提供］。（写真提供：時事）

（上）宮城県栗原市浅布地区では河道閉塞が
発生し、仮排水路からの排水を行っている。
（写真提供：時事）
（下）宮城県栗原市で建設されている応急仮
設住宅。

岩手・宮城内陸地震が発生
6月14日、岩手県内陸南部で、最大震度6強の地震が発生しました。

震源の深さは8km。マグニチュードは7.2（暫定値）で、

最大震度6強を記録しました。

緊急REPORT

平成20年（2008年）

岩手・宮城内陸地震で
崩落した祭畤大橋（岩手県一関市）。
（写真提供：共同通信社）

駒の湯温泉では、行方不明者の捜索活動が行われた。
（写真提供：ロイター/アフロ）

地震で崩落した荒砥沢ダム付近の道路。
7月14日現在、県管理道路は14区間に
おいて全面通行止めとなっている。（写真
提供：共同通信社）



都道
府県名

人的被害（人） 住家被害（棟）

死者 行方
不明者

負傷者
全壊 半壊 一部

破損
建物
火災（重傷） （軽傷）

岩手県 2 　 9 28 1 4 393 2
宮城県 10 8 61 327 22 64 718 1
秋田県 　 2 5 16 　 1 10 1
山形県 　 　 1 　 　 　 1 　
福島県 1 　 1 1 　 　 　 　
計 13 10 77 372 23 69 1122 4

震度 4 5弱 5強 6強 76弱

　

６
月
14
日
８
時
43
分
頃
、
最
大
震
度
6

強
の
地
震
が
発
生
。
震
源
地
は
、
北
緯
39

度
01
・
７
分
、
東
経
１
４
０
度
52
・
８
分
。

震
源
の
深
さ
は
８
㎞
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
は
７
・
２
（
暫
定
値
）。
各
市
町
村
の
最

大
震
度
は
、
岩
手
県
奥
州
市
、
宮
城
県
栗

原
市
で
震
度
６
強
。
宮
城
県
大
崎
市
で
、

震
度
６
弱
。
岩
手
県
北
上
市
・
一
関
市
・
金
ヶ

崎
町
・
平
泉
町
、
宮
城
県
加
美
町
・
涌
谷

町
・
登
米
市
・
美
里
町
・
名
取
市
・
仙
台
市
・

利
府
町
、
秋
田
県
湯
沢
市
・
東
成
瀬
村
で
、

震
度
５
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
17
日
現
在
の
被
害
・
対
応
状
況
は
、

死
者
13
人
、
行
方
不
明
者
10
人
、
負
傷
者

は
4
4
9
人
。
住
家
被
害
は
、
全
壊
23

棟
、
半
壊
65
棟
、
一
部
破
損
が
1
1
2
2

棟
で
、
建
物
火
災
は
４
棟
。
避
難
所
は
岩

手
県
3
カ
所
、
宮
城
県
4
カ
所
で
、
計

2
0
1
名
が
避
難
し
て
お
り
、
応
急
仮
設

住
宅
等
は
、
宮
城
県
栗
原
市
で
計
65
戸
、

岩
手
県
奥
州
市
で
８
戸
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、
電
力
が
最
大

２
万
９
０
０
５
戸
で
停
止
し
、
1
1
1
戸

が
停
電
中
。
水
道
は
計
５
５
６
０
戸
が
断

水
し
、
今
も
1
3
1
戸
が
断
水
中
で
す
。

　

土
砂
災
害
も
深
刻
で
、
国
土
交
通
省
は

Ｔ
Ｅ
Ｃ
│
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
土
砂
災
害
危
険

箇
所
点
検
緊
急
支
援
チ
ー
ム
）
を
派
遣
し
、

６
月
15
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
調
査
、
水
位
計
、
監
視
カ
メ

ラ
な
ど
に
よ
る
現
地
調
査
や
土
砂
災
害
危

険
箇
所
な
ど
の
点
検
を
実
施
。
点
検
し
た

２
７
７
１
カ
所
の
う
ち
、
早
急
に
応
急
対

応
が
必
要
な
20
カ
所
を
確
認
し
、
応
急
対

策
や
警
戒
避
難
態
勢
を
構
築
す
る
よ
う
に

助
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
手
・
宮
城
県

境
の
栗
駒
山
周
辺
に
お
い
て
は
15
カ
所
の

河
道
閉
塞
（
天
然
ダ
ム
）
が
発
生
し
、
両

県
の
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
決
壊
や

氾
濫
の
お
そ
れ
が
特
に
高
い
8
地
区
（
９

カ
所
）
に
つ
い
て
、
６
月
17
日
か
ら
直
轄
砂

防
災
害
関
連
緊
急
事
業
に
よ
る
対
策
工
事

を
実
施
。
こ
の
う
ち
4
地
区
で
排
水
を
実

施
し
て
い
る
。

　

地
震
発
生
直
後
、
政
府
は
緊
急
参
集

チ
ー
ム
を
招
集
（
６
月
14
日
８
時
50
分
）、

同
時
刻
に
内
閣
府
は
災
害
対
策
室
を
設
置

し
ま
し
た
。
泉
防
災
担
当
大
臣
を
団
長
と

し
た
政
府
調
査
団
を
６
月
14
か
ら
15
日
に

か
け
て
派
遣
、
18
日
に
は
福
田
総
理
が
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
災
害
対
策
関

係
省
庁
連
絡
会
議
も
６
月
14
日
か
ら
26
日

ま
で
に
９
回
開
催
。
７
月
10
日
に
は
、
泉

防
災
担
当
大
臣
の
出
席
の
も
と
、
復
旧
・

復
興
対
策
に
関
す
る
関
係
省
庁
会
議
を
開

催
。
地
元
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
要
望
を

ふ
ま
え
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
復
旧
・
復

興
対
策
に
取
り
組
む
た
め
に
、
各
省
庁
に

お
け
る
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
岩
手
県
一
関
市
・
奥
州
市
、
宮

城
県
栗
原
市
を
局
地
激
甚
災
害
に
指
定

し
、「
公
共
土
木
施
設
」
お
よ
び
「
農
地
等
」

の
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
か
か
わ
る
補
助

の
特
別
措
置
を
適
用
（
７
月
９
日
公
布
）。

ま
た
、
宮
城
県
栗
原
市
に
は
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
に
基
づ
く
支
援
金
支
給
制
度

を
適
用
（
6
月
14
日
）、
岩
手
県
の
3
市
２

町
と
宮
城
県
の
２
市
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
（
6
月
14
日
）。

●
激
甚
災
害
の
指
定
状
況

h
ttp://w

w
w
.b
o
u
sa

i.g
o.jp

/g
e
kijin

/

●
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
係
る
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
の
適
用
に
つ
い
て（
宮

城
県
）

h
ttp://w

w
w
.b
o
u
sa

i.g
o.jp

/

o
sh

ira
se

/h
2
0
o
sh

ira
se.h

tm
l

人的・住家被害の状況（消防庁調べ：7月17日17 時現在）

推計震度分布図
（資料提供：気象庁）
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 あなたは？

　

強
い
勢
力
に
発
達
し
、
８
月
２
日
に
九

州
南
部
に
接
近
し
て
、
宮
崎
県
日
向
市
付

近
に
上
陸
。
そ
の
後
北
上
し
、
３
日
に
は

山
口
県
宇
部
市
付
近
に
、
４
日
に
は
青
森

県
津
軽
半
島
に
再
上
陸
し
た
。
愛
媛
県
で

は
最
大
風
速
、
宮
崎
県
で
は
最
大
瞬
間
風

速
を
記
録
。
雨
量
も
、
各
地
で
１
時
間
50

㎜
を
超
え
た
。
負
傷
者
30
人
。

　

伊
豆
諸
島
の
西
海
上
を
北
上
し
て
、
９

月
７
日
に
神
奈
川
県
小
田
原
市
付
近
に
上

陸
。
関
東
・
東
北
地
方
に
大
雨
や
暴
風
を

も
た
ら
し
な
が
ら
北
上
し
、
８
日
に
北
海

道
函
館
市
付
近
に
再
上
陸
し
た
。
東
京
都

小
河
内
、
静
岡
県
湯
ヶ
島
で
は
72
時
間
雨

量
と
し
て
観
測
史
上
１
位
を
記
録
し
た
。

　

長
野
県
で
倒
木
に
よ
り
１
人
が
死
亡
し
、

神
奈
川
県
の
多
摩
川
付
近
で
２
人
が
行
方

不
明
に
。
負
傷
者
は
90
人
だ
っ
た
。

　

非
常
に
強
い
台
風
と
な
り
、
沖
縄
県
久

米
島
で
は
統
計
開
始
以
来
、
最
も
強
い
最

大
瞬
間
風
速
を
記
録
。
ま
た
、
台
風
の
影

響
で
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、

九
州
か
ら
東
海
地
方
の
太
平
洋
側
で
大
雨

に
。東
北
地
方
は
前
線
と
台
風
か
ら
変
わ
っ

た
低
気
圧
の
影
響
で
、
平
年
９
月
の
月
間

降
水
量
を
超
え
る
大
雨
と
な
っ
た
。

　

東
北
地
方
で
、
河
川
に
流
さ
れ
る
な
ど

し
て
死
者
が
３
人
、
行
方
不
明
者
が
１
人
。

負
傷
者
は
７
人
。

平
成
19
年
の
主
な
風
水
害

7
月
5
日
〜
17
日

台
風
第
４
号
お
よ
び

梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨

9
月
6
日
〜
9
月
8
日

台
風
第
9
号

　

日
本
付
近
に
停
滞
し
た
梅
雨
前
線
に
加

え
て
、
台
風
４
号
の
接
近
と
本
州
上
に
停

滞
す
る
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て
南
か
ら
暖

か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
、

ま
た
台
風
が
東
に
進
路
を
変
え
た
こ
と
に

よ
り
、
大
雨
が
続
い
た
。
５
日
か
ら
16
日

ま
で
の
総
雨
量
は
、
南
西
諸
島
、
九
州
、

四
国
、
東
海
、
関
東
地
方
の
各
地
で
、
７

月
の
月
間
平
均
雨
量
の
２
倍
を
超
え
た
。

　

人
的
被
害
は
、
愛
媛
県
、
熊
本
県
、
鹿

児
島
県
、
徳
島
県
で
、
河
川
転
落
な
ど
に

よ
る
死
者
が
６
人
、
行
方
不
明
者
１
人
。

負
傷
者
79
人
。

8
月
2
日
〜
8
月
4
日

台
風
第
５
号

9
月
13
日
〜
18
日

台
風
第
11
号
お
よ
び

前
線
に
よ
る
大
雨

台風の目。（写真提供：アフロ）

Storm and flood dam
ages

風
水
害
の
危
険
！ 

そ
の
と
き
、あ
な
た
は
？



風 水害
の 危 険
　 !

そのとき、 

毎年、多くの人が犠牲になっている、台風や集中豪雨などによる風水害。

特に、8月は台風が最も多く発生する時期で、続く9月は秋雨前線の活動が活発となり、大雨になることも。

風水害に備えて、また、危険が迫ったときに、何をするべきか？

日々の対策と、「もしも」の時の対応を考えよう。
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年
間
で
最
も
台
風
の
上
陸
が
多
い
の
は

８
月
と
９
月
。
台
風
の
月
別
発
生
数
、
接

近
数
を
み
る
と
８
月
が
最
も
多
く
、
次
い

で
９
月
の
順
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
に

上
陸
・
接
近
し
て
大
災
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
の
多
く
が
９
月
に
襲
来
し
て
い
ま
す
。

昭
和
の
時
代
に
、
３
０
０
０
人
を
超
え
る

死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
「
室
戸
台

風
」「
枕
崎
台
風
」「
伊
勢
湾
台
風
」
は
、

い
ず
れ
も
９
月
。
こ
の
時
期
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
台
風
が
ひ
と

た
び
上
陸
・
接
近
す
れ
ば
い
つ
で
も
暴
風

雨
や
高
潮
な
ど
に
よ
る
大
災
害
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
台
風
の
動
向
に
は
常
に
警
戒

が
必
要
で
す
。

　

台
風
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
災
害

に
は
、
風
害
・
水
害
・
高
潮
害
・
波
浪
害

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
単
独
で

は
な
く
、
複
合
し
て
発
生
し
て
大
き
な
被

8
月
と
9
月
は

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク 

地
形
や
地
理
に

左
右
さ
れ
る
台
風
災
害

台
風
災
害
は
、
こ
う
し
て
起
こ
る
！

ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
台
風
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
の
特
性
と
引
き
起
こ
さ
れ
る
災
害
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
被
害
を
お
さ
え
る
た
め
に
も
、
台
風
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
っ
て
お
こ
う
。

気
象
庁
予
報
部
予
報
課
太
平
洋
台
風
セ
ン
タ
ー　

佐
々
木
喜
一

　

台
風
は
巨
大
な
空
気
の
渦
巻
き
で
、
地

上
付
近
で
は
中
心
に
向
か
っ
て
反
時
計
回

り
に
強
い
風
が
吹
き
込
み
ま
す
。
こ
の
た

め
、
台
風
の
周
辺
で
は
暴
風
に
対
す
る
警

戒
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
台
風
の

進
行
方
向
の
右
側
で
は
、
台
風
の
風
の
速

度
に
台
風
の
移
動
速
度
が
加
わ
っ
て
風
が

強
く
な
る
た
め
、
台
風
の
移
動
速
度
が
速

い
ほ
ど
暴
風
に
対
す
る
警
戒
が
い
っ
そ
う

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
の
中
心
付
近
（
眼
）
に
入

る
と
一
時
的
に
風
が
弱
ま
り
、
天
気
も
回

復
し
た
か
に
見
え
ま
す
が
、
中
心
が
通
過

し
た
あ
と
に
は
台
風
後
面
の
強
い
吹
き
返

し
の
風
が
吹
く
た
め
、
警
戒
を
緩
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

進行方向の右側では
風速に移動速度が加わる

暴風

　平成14年台風第21号は、強い勢力のまま
10月1日夜、神奈川県に上陸し、関東地方を
時速60kmで通過しました。この台風の通過
に伴い、太平洋側沿岸部で広範囲に暴風とな
り、茨城県潮来市では送電線の鉄塔が倒壊す
るなど、関東地方から北日本にかけての太平
洋側で大きな被害が出ました。

知っておきたい災害
平成14 年台風第21号

暴風によって倒壊した、茨城県潮来市の
送電線の鉄塔。（写真提供：東京管区気
象台）

平成14年台風第21号
における 10月 1日 9
時の地上天気図。夜に
は関東地方を通過し、
翌朝、北海道に上陸。

Storm and flood dam
ages

風
水
害
の
危
険
！ 

そ
の
と
き
、あ
な
た
は
？



害
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
口
に
台
風
と

い
っ
て
も
、
大
型
で
広
範
囲
に
被
害
を
も

た
ら
す
台
風
、
小
さ
く
て
も
狭
い
範
囲
で

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
台
風
、
前
線
の

活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
大
雨
に
よ
る
被
害

を
も
た
ら
す
台
風
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
日
本

付
近
の
気
圧
配
置
と
も
相
ま
っ
て
、
被
害

の
形
態
は
状
況
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
台
風
災
害
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の

地
形
や
地
理
的
な
条
件
に
も
大
き
く
左
右

さ
れ
る
た
め
、
過
去
の
災
害
の
事
例
を
参

照
し
て
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
や

す
い
か
を
前
も
っ
て
把
握
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

台
風
が
ま
だ
日
本
の
南
海
上
に
あ
っ
て

も
前
線
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
た
り
、
大

気
の
状
態
を
不
安
定
に
し
た
り
し
て
、
局

地
的
な
豪
雨
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
台
風
は
急
に
進
路
を
変
え
た
り
速

度
を
速
め
た
り
す
る
こ
と
も
。
地
元
気
象

台
が
発
表
す
る
最
新
の
台
風
情
報
に
十
分

注
意
し
、
台
風
が
遠
く
離
れ
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
油
断
せ
ず
、
接
近
す
る
前
に
大

雨
や
暴
風
、
高
潮
な
ど
に
よ
る
災
害
に
早

め
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

台
風
接
近
前
に
、

早
め
の
備
え
を

　

台
風
が
接
近
し
て
気
圧
が
１
ヘ
ク
ト
パ

ス
カ
ル
低
下
す
る
ご
と
に
、
海
面
が
約
１

㎝
上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、
強
風
で
海
水
が

海
岸
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
、
さ
ら
に
海
面

が
上
昇
し
ま
す
。
特
に
南
に
開
い
た
湾
の

西
側
を
台
風
が
北
上
す
る
場
合
、
南
よ
り

の
強
風
が
吹
き
続
け
て
大
き
な
高
潮
が
発

生
。
過
去
50
年
間
に
潮
位
偏
差
が
１
ｍ
以

上
と
な
っ
た
高
潮
は
、
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、

大
阪
湾
、
瀬
戸
内
海
、
有
明
海
な
ど
の
南

に
開
い
た
湾
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に

Ｖ
字
型
の
湾
で
は
、
高
潮
が
一
段
と
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

台
風
に
よ
っ
て
大
量
の
雨
が
短
期
間
の

う
ち
に
広
い
範
囲
に
降
る
の
で
、
河
川
の

増
水
に
よ
る
水
害
、
山
が
け
崩
れ
や
土
石

流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
台

風
が
遠
く
南
海
上
に
あ
っ
て
も
、
日
本
付

近
に
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
場
合
に
は
、

台
風
か
ら
の
湿
っ
た
南
風
が
前
線
の
活
動

を
活
発
化
さ
せ
て
大
雨
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
台
風
の
発
生
・
接
近
数
が
多
い

８
月
よ
り
も
９
月
に
大
災
害
を
も
た
ら
す

台
風
が
多
い
の
は
、
９
月
に
は
日
本
列
島

に
前
線
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な

要
因
の
一
つ
で
す
。

高潮
南に開いた湾の西側を北上するとき
南よりの強風が吹き続ける

　最近では、平成16年8月30日に九州を縦断し、中国地方を北東進
した平成16年台風第16号が、山陽と四国地方の瀬戸内側を中心に顕
著な高潮被害をもたらしました。同日夜には台風の接近に加え、瀬戸
内海の地形の効果などにより、干潮に近いタイミングで、比較的高潮
が起こりにくい高松港などで記録的な高潮が発生。台風の接近時には、
満潮時以外にも注意が必要です。

知っておきたい災害
平成16年台風第16号

高潮のために道
路が冠水した高
松市福岡町。（写
真提供：高松市）

大雨
台風の湿った南風が
前線の活動を活発にする

　台風が日本の南海上にあっ
た9月3日から4日にかけては、
本州上に停滞している前線に
向かって温かく湿った空気が
流入して、各地で非常に激し
い雨が降り、東京都と埼玉県
では局地的に1時間に100mm
を超える猛烈な雨が降りまし
た。その後、台風は九州の南
海上から山陰沖に抜けるまで
比較的ゆっくりとした速さで
進んだため、九州・四国・中
国地方では長時間にわたって
大雨と暴風が続き、九州地方
を中心に大雨による土砂災害
や洪水などが発生しました。

知っておきたい災害
平成17年台風第14号

東京都杉並区妙正寺川北原橋付
近。上は平常時。下は平成17年
9月4日深夜、猛烈な雨が降った
ときの様子。（写真提供：中野区）
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約
6
万
人
の
住
民
に
避
難
勧
告
・
指
示

が
出
さ
れ
た
豊
岡
市
。
だ
が
、
実
際
に
避

難
し
た
の
は
約
5
7
0
0
人
と
10
％
に

も
満
た
な
か
っ
た
。
破
堤
に
よ
る
直
接
被

害
で
1
人
が
亡
く
な
り
、
1
人
は
裏
山
崩

壊
に
よ
る
家
屋
の
下
敷
き
に
。
そ
の
ほ
か
、

冠
水
し
た
道
路
を
車
や
徒
歩
で
進
ん
で
濁

流
に
流
さ
れ
、
5
人
が
命
を
落
と
し
た
。

　

多
く
の
反
省
点
の
中
で
、
特
に
情
報
伝

達
に
関
し
て
は
、
水
位
の
変
化
や
道
路
状

況
な
ど
が
具
体
的
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
避
難
勧
告
と
避
難
指
示
を
誤
解
し

た
人
も
い
た
こ
と
、
聞
き
と
り
や
す
い
丁

寧
な
口
調
の
通
報
が
か
え
っ
て
緊
迫
感
を

与
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
が
っ
た
。

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
住
民
に
避

難
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や
、
出
前
講
座
な
ど

に
よ
る
積
極
的
な
啓
発
事
業
も
実
施
。
情

報
伝
達
は
、
防
災
無
線
に
加
え
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
や
聴
覚
障
害
者
な
ど
へ
の
一
斉

F
A
X
、
携
帯
電
話
の
災
害
情
報
メ
ー
ル

送
信
も
行
う
よ
う
に
し
た
。
災
害
の
記
憶

が
風
化
し
な
い
よ
う
、
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ

ン
ト
や
防
災
教
育
も
実
施
し
て
い
る
。

平成16年台風23号がのこしたもの
～兵庫県豊岡市を訪ねて～

近年の台風で、特に被害が大きかった平成16年台風23号。中でも、兵庫県豊岡市は円山川が破堤し、

７人が亡くなった。市や地域における、風水害対策の変化をレポートする。

Storm and flood dam
ages

風
水
害
の
危
険
！ 

そ
の
と
き
、あ
な
た
は
？



豊岡市立野で、円山川が破堤。堤防が沈下してい
る部分から越水し、その水によって堤防の側面が
削られたために決壊した。

町のよさと住民の力を再発見！
～下陰区自主防災会ネットワーク～

撮影：尾上達也　写真提供：西村充春、豊岡市、豊岡河川国道事務所

豊岡駅から続く、アーケードのある商店街も歩道と
車道の区別がつかないほど冠水した。

各家庭や公共施設には防災行政無線の受信機が取り
付けられている。すでに市全域をカバーした。

　

約
1
0
5
0
世
帯
が
住
む
下し
も
か
げ陰
区
は
、

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
場
所
に

よ
っ
て
は
1
・
6
m
も
冠
水
し
、
避
難

ル
ー
ト
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
な
ど
の
問
題

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
念
発
起
し
た
の
が
、

副
区
長
の
西
村
充
春
さ
ん
。県
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
講
習
に
通
っ
て
防
災
士
の
資
格
を
取

り
、
具
体
的
な
活
動
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　

ま
ず
は
台
風
23
号
の
冠
水
マ
ッ
プ
を
作

成
。
実
際
の
冠
水
度
を
知
る
こ
と
で
災
害

意
識
が
高
ま
り
、
避
難
ル
ー
ト
も
想
定
で

き
た
。
続
い
て
作
っ
た
の
が
防
災
マ
ッ
プ
。

 

「
常
に
目
に
し
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
そ
こ
で
、
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
ん
で
す
」

　

子
ど
も
た
ち
と
の
「
防
災
ま
ち
あ
る
き
」

も
行
っ
て
い
る
。
危
険
な
場
所
の
ほ
か
、

神
社
な
ど
も
含
め
て
区
内
を
探
検
し
、
見

た
も
の
を
書
き
込
ん
だ
地
図
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
。
区
長
の
谷
上
毅
さ
ん
は
、

 

「
防
災
教
育
と
言
わ
ず
、
自
分
た
ち
の
町

を
再
発
見
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
す
れ
ば
、
み

ん
な
楽
し
く
参
加
し
て
く
れ
ま
す
」

　

大
人
向
け
に
は
「
下
陰
区
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
」
と
い
う
人
材
登
録
制
度
を
立
ち

上
げ
た
。
電
気
・
土
木
工
事
関
連
、ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
な
ど
の
特
技
だ
け
で
な
く
、
炊
き

出
し
や
掃
除
な
ど
で
も
登
録
可
能
。

 

「
い
ざ
と
い
う
と
き
、
気
持
ち
の
あ
る
人

に
す
み
や
か
に
活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

事
前
に
地
域
を
把
握
す
る
の
が
目
的
で
す
」

と
、
西
村
さ
ん
。
こ
の
意
識
を
持
続
さ
せ

る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

公民館横の防災倉庫には発電機やライフジャケット、屋外にはボートも常備。

防災マップのポスター。
避難勧告や指示が出た
ときの行動も記載。

資機材の購入や訓練計
画などを話し合う西村
さん（左）と谷上さん。
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　浸水被害により床下、床上浸水を受けた古高松地区自
主防災連合会では共助の必要性を感じ、すべての自治会
を自主防災組織とするための呼びかけを開始した。「防
災は行政の仕事じゃないか」と非協力的な意見もあった
が、「警察や消防などの公の機関は、道路の陥没や水没
により、行きたくてもすぐには救助に向かえない場合も
ある。自分の命は自分で守り、近所の人と共に助けあう
ことが必要だ」と説得。約3年かけて地区の自治会すべ
てを自主防災組織とした。
　また、高齢者や障害者、介護が必要な人といった災害
時要援護者を助けるため、市に先んじて地域独自のリス
トを作成。それと同時に、誰が誰を助けるかを取り決め、
災害による犠牲者ゼロに向けて備えている。

全住民を粘り強く説得
香川県高松市

　日本一広い面積の市である岐阜県高山市。東西約
80km、土地の高低差は約2700mあり、同じ市内でも天
候が大きく違う。「台風23号の時には屋外防災無線から
の音声が聞き取りにくかった」との市民の声を受け、高
山市では屋外防災無線の台数を増やし、災害情報の迅速
な提供に努めている。また、広い市内各地の情報を収集
するために監視カメラを増やすなど、災害情報をいち早
く集め、携帯電話やコミュニティFMを使った多様な方
法で、市民に情報を提供するための対策を充実させた。

広域に渡る市内の情報を迅速に提供
岐阜県高山市

　10月13日に発生し、18日18時に大型で強い勢力となって沖縄の南海上
を北上。20日13時ごろに高知県土佐清水市付近に上陸し、15時過ぎに高
知県室戸市、18時前には大阪府南部に再上陸して近畿・東海地方を進み、
21日3時に関東地方で温帯低気圧となった。広い範囲で大雨となり、特に
20日は九州から関東地方の多くの地点で過去の日降水量を上回った。この
台風による全国の死者・行方不明者は98人。兵庫県では円山川・出石川、
京都府で由良川が氾濫。また、西日本を中心に多くの土砂災害が生じた。

台風23号の概要

　市街地が冠水し、床上浸水による大きな被害が出たこの地域では、
広報車による広報が住民に伝わらず情報伝達が大きな課題となっ
た。これを受け、平成17年の黒田庄町との合併後、旧町で導入さ
れていた防災行政無線を全域に完備。また、要援護者が安全に避難
できるよう隣近所で見守る近隣協力体制づくりを推進している。自
主防災組織の活性化にも力を入れ、地域の防災訓練や研修会の充実
に努めている。

防災行政無線を、市内全域に完備
兵庫県西脇市

千葉県
死者 2人

神奈川県
死者1人

岐阜県
死者 6人

愛知県
死者1人

滋賀県
死者1人

京都府
死者15人

台風23号の経路

京都府では、平成19年度に復
旧が完了したのを機に、台風
の教訓を子どもたちに伝える
ための副読本として、記録誌
を制作。

Storm and flood dam
ages
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写真提供：片山軍次（岡山県玉野市）、読売新聞社（京都府）

　台風が多発した平成16年を機に、市では翌年の平成17年から
自主防災組織の充実を図り、現在55団体。中でも、平成16年台
風16号で高潮被害にもあった藤井地区自治連合会の活動が活発
だ。倉庫には資機材を置き、公園には土のうを常備。避難場所に
関しても、地形を考えて、高台に建つ三井造船玉野事業所と一時
避難所として使用する協定を自分たちで締結。「自分たちでできる
ことをやれば、行政も動いてくれます」と会長の片山軍次さん。
地区に必要な水門や防潮堤の新設などの要求書を市に提出し、徐々
に整備されつつある。

住民と企業の助け合い
岡山県玉野市

　北部を中心に15人の死者、さらに浸水やがけ崩れな
ど大きな被害を受けた京都府。復旧には府民や多くのボ
ランティアが協力した。その際、ボランティアと支援を
必要としている被災者とを結び付けるボランティア活動
の拠点の必要性を感じ、平成17年5月より「京都府災
害ボランティアセンター」を常設。社会福祉協議会や
NPO、民間団体などが加盟し、府内の各団体とともに迅
速で的確な救援活動ができるよう、リーダーの育成や訓
練などを重ねてきた。一方で、以前からの「京都府災害
救援専門ボランティア登録団体」を再編し、平成19年8
月に「京都府災害時等応援協定ネットワーク会議」を設立。
医療、土木、情報など専門的な団体の連携を深め、情報
共有に努めている。

さまざまなボランティアを組織して団結
京都府

平成16年台風23号、その後
～災害を乗り越えて強くなる、地域のつながり～

各地に大きな傷跡を残した台風23号から約4年。特に被害の大きかった地域を中心に、その後の経過を見てみよう。

　高知県室戸市では、台風23号の激しい高浪により、
海岸堤防が約30mにわたって倒壊し、流入した海水等
により、死者3人、背後の家屋13戸が全半壊した。そ
の被災経験を忘れぬよう被害のあった10月 20日を防
災の日と定め、毎年防災訓練を実施している。
　訓練では、高波の災害に備えて海辺から高台へ逃げた
り、炊き出しや、発電機を利用してお湯を沸かし、非常
食を食べるといった実地的な訓練を行っている。

防災の日を定め訓練を実施
高知県室戸市

　床上浸水166棟、床下浸水1065棟もの被害が出た洲
本市。この災害経験をふまえて、消防防災課が設けられ、
地域防災の訓練や地域学習を進めている。また、行政防
災無線を持たないため、共助が災害時に大きな役割を果
たしてきたが、この災害以降「自治会で防災学習を行い
たい」という要望が寄せられるようになった。また、独
自の防災マップや災害時要援護者リストを作成するな
ど、熱心に取り組む地域も出てきている。

独自の防災マップを作成する地域も
兵庫県洲本市

大阪府
死者1人

兵庫県
死者 26人

和歌山県
死者 2人

鳥取県
死者1人

岡山県
死者 7人山口県

死者1人

徳島県
死者 3人

香川県
死者11人

高知県
死者 8人

愛媛県
死者 5人

長崎県
死者1人

宮崎県
死者 2人

大分県
死者1人

台風23号の時、藤井地区では高潮
被害に備えて土のうを積み上げた。

由良川があふれ、
立ち往生したバス。
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被
害
に
遭
っ
た
人
た
ち
に
調
査
を
す
る

と
、
大
抵
の
人
は
「
逃
げ
よ
う
と
思
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
百
も

承
知
し
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
最
終
的

に
「
逃
げ
る
」
と
い

う
決
断
を
し
な
け
れ

ば
、
結
果
と
し
て
人

は
「
逃
げ
て
い
な
い
」

の
で
す
。

　

こ
れ
は
人
間
の
性
（
さ
が
）
と
言
っ
て

よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
災
い
に
対
し
て
「
正

常
化
の
偏
見
」
と
い
う
心
理
が
働
き
ま
す
。

人
間
は
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情

報
は
無
視
す
る
と
い
う
特
性
が
あ
る
の
で

す
。
同
じ
情
報
で
も
都
合
の
悪
い
こ
と
は

過
小
評
価
し
、
都
合
の
い
い
こ
と
は
過
大

評
価
す
る
。
た
と
え
ば
、
１
年
間
に
交

通
事
故
で
６
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
と
聞
い
て
も
、
自
分
が
そ
の
中
の
１
人

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
は
な
か
な
か
思

の
が
人
間
な
の
で
す
。

　

頭
で
は
逃
げ
る
べ
き
だ
と
わ
か
っ
て
い

て
も
、
実
際
に
自
分
は
逃
げ
て
い
な
い
。

そ
こ
に
矛
盾
が
生
じ
ま
す
が
、
そ
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
、
人
は
逃
げ
て
い
な
い
自

分
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
ま
す
。
か
つ
て

大
雨
や
津
波
が
き
て
避
難
勧
告
が
出
さ
れ

て
も
自
分
は
一
度
も
大
き
な
被
害
に
遭
わ

な
か
っ
た
と
か
、
隣
の
家
も
逃
げ
て
い
な

い
と
か
、
理
由
は
何
で
も
い
い
。
隣
は
隣

で
同
じ
よ
う
に
「
隣
も
逃
げ
て
い
な
い
」

と
思
う
こ
と
で
「
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
つ
く
ら
れ
て
し
ま
い
、
結
果
、
地
域
全

体
で
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

逃
げ
る
、
避
難
す
る
と
い
う
行
為
は
、

家
屋
家
財
を
す
べ
て
そ
こ
に
置
い
た
ま
ま

立
ち
去
る
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
簡

単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
人

は
逃
げ
ら
れ
な
く
て
当
た
り
前
だ
と
す
ら

言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
必
要
に

な
る
の
が
、「
率
先
避
難
者
」
の
存
在
で
す
。

逃
げ
る
気
は
あ
る
け
れ
ど
逃
げ
ら
れ
な
い

人
た
ち
の
中
に
あ
っ
て
、「
私
は
逃
げ
る
ぞ
」

と
声
を
大
に
し
て
避
難
す
る
人
が
、
地
域

災
害
時
に
、

な
ぜ
人
は
逃
げ
な
い
の
か

人は逃げないもの、ではどうする!?
避難勧告が出ても身の危険を感じる人は30％！

台風や大雨が発生して、避難勧告が出されたとき、あなたならどうしますか？

調査によれば避難勧告が発令されても、身に及ぶ危険を意識しない人が 5割強も。

人はなぜ逃げないのか、群馬大学の片田敏孝教授にお話をおうかがいしました。

え
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
宝
く
じ
で
１
等
の

１
億
円
が
６
０
０
０
人
に
当
た
る
と
言
わ

れ
る
と
、
そ
ち
ら
は
当
た
る
よ
う
な
気
が

す
る
。
実
に
都
合
の
い
い
考
え
方
を
す
る

Storm and flood dam
ages
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風水害から
身を守るには
「把握する」
「避難する」
「声をかける」

取材＆文：さくらい伸　イラスト：井塚  剛

に
１
人
は
い
て
ほ
し
い
。
町
会
長
で
も
誰

で
も
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
役
割
を

担
う
人
が
い
る
こ
と
は
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
上
で
も
重
要
で
す
。

　

逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
百
も

承
知
の
住
民
に
、
頭
ご
な
し
に
逃
げ
る
こ

と
の
必
要
性
を
訴
え
て
も
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
日
ご

ろ
か
ら
の
防
災
教
育
で
す
が
、
そ
の
材
料

の
ひ
と
つ
と
し
て
有
効
な
の
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
・
配
布
で
す
。
現
在
、
国

土
交
通
省
が
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
を
義
務
化
し
て
い
る
た
め
、
全
国
約

１
５
０
０
の
自
治
体
で
作
成
・
配
布
の
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
「
災
害
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
」

を
生
む
危
険
性
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
べ

き
で
し
ょ
う
。
マ
ッ
プ
に「
浸
水
１
ｍ
区
域
」

と
書
か
れ
た
地
区
の
住
民
は
、「
そ
の
く
ら

い
で
あ
れ
ば
自
力
で
な
ん
と
か
な
る
」
と

思
い
込
ん
で
避
難
が
遅
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
次
に
く
る
水
害
が
マ
ッ
プ
に
書

か
れ
て
い
る
水
深
で
あ
る
保
証
は
ま
る
で

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
か
も
し
れ
な
い

し
、
以
下
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
に
気
付
く
き
っ

か
け
と
し
て
は
有
効
で
す
が
、
行
政
側
が

配
る
際
に
は
「
こ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
こ

と
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
」
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

従
来
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
善
す
べ

く
、
私
は
今
、
愛
知
県
清
須
市
で
地
域
の

群馬大学大学院工学研究科
社会環境デザイン工学専攻

教授 片田敏孝
かただ・としたか●1960年、岐阜県
生まれ。豊橋技術科学大学大学院博士
課程修了後、東海総合研究所、岐阜大
学工学部を経て、群馬大学工学部へ（改
組により、現在は群馬大学大学院工学
研究科）。主な研究分野は、災害社会
工学、公共経済学、地域計画学など。
文部科学大臣表彰科学技術賞、国際自
然災害学会賞、土木学会論文賞などを
受賞。防災関連のシンポジウム、講演
なども多数行っている。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
ど
う
避
難
す
れ
ば
い

い
の
か
。
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を

参
考
に
日
頃
か
ら
危
険
箇
所
や
避
難
経
路

を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
「
避
難
す
る
」

　

被
害
の
中
で
も
外
出
時
の
死
亡
事
故
が

相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
台
風
や
大

雨
の
際
の
外
出
は
極
力
控
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
情
報
な
ど

に
注
意
し
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
ら
、

す
み
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

3
「
声
を
か
け
る
」

　

逃
げ
遅
れ
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
高
齢
者

の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
避
難
勧
告
に

気
づ
い
て
い
な
い
人
に
は
声
を
か
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
で
は
逃
げ
ら

れ
な
い
方
の
避
難
に
は
地
域
の
協
力
が
必

要
で
す
。
日
頃
よ
り
防
災
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
犠
牲
者
ゼ
ロ

を
み
ん
な
で
目
指
し
ま
し
ょ
う
。　

　

過
去
10
年
間
（
平
成
10
年
〜
19
年
）
の

自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
み
て
み
る
と
、

風
水
害
に
よ
る
犠
牲
者
は
6
9
2
人
と
最

も
大
き
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

平
成
16
年
に
は
全
国
で
死
者
が
2
3
0
人

を
数
え
る
な
ど
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
犠
牲
者
を
ゼ
ロ
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

1
「
把
握
す
る
」

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
ど
こ
が
危
険
で
、

災
害
リ
ス
ク
に
気
付
い
て
も
ら
う
た
め
の

「
気
づ
き
マ
ッ
プ
」
と
、
い
つ
ど
の
よ
う
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
す
べ
き
か
を
盛
り
込

ん
だ
「
逃
げ
ど
き
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
木
造
の
住
宅
と
鉄

筋
の
ア
パ
ー
ト
で
は
避
難
の
仕
方
が
異
な

り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
４
階
で
あ
れ
ば
す
ぐ

に
逃
げ
ず
に
自
宅
に
い
た
方
が
安
全
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
恐

怖
心
を
煽
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
場
所
の
災
害
リ
ス
ク
と
、
個
々
の

状
況
に
即
し
た
避
難
の
仕
方
を
住
民
一
人

ひ
と
り
に
客
観
的
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

完
全
な
防
災
よ
り
、
可
能
な
限
り
被
害
を

小
さ
く
す
る
「
減
災
」
を
目
指
す
こ
と
が
、

ま
ず
は
重
要
な
の
で
す
。
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Active
Woman

2file

被災した能登で勇気を
もらったのは私たちでした

田中美里さん

女優

たなか・みさと●石川県金沢市出身。
1997年、NHK連続テレビ小説「あぐ
り」のヒロインに抜擢されてデビュー。
その後、ドラマ、映画、舞台と幅広く
活躍している。代表作に映画「一本の
手」「みすゞ」「黒い家」など。韓国ド
ラマ「冬のソナタ」チェ・ジウの吹替
でも知られる。bay FMではラジオの
パーソナリティも務める。現在、木曜
ミステリー「その男、副署長　京都河
原町署事件ファイル」（ANB）にも出演。

2
0
0
7
年
3
月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
。

M
6
・
9
、
最
大
震
度
6
強
の
地
震
は
県
内
の
観
測
史
上
、
過
去
最
大
で
し
た
。

そ
ん
な
未
曾
有
の
被
害
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
頑
張
る
能
登
を
舞
台
に
し
た
映
画

『
能
登
の
花
ヨ
メ
』
が
今
年
8
月
全
国
公
開
さ
れ
ま
す
。
主
演
は
田
中
美
里
さ
ん
。

石
川
県
出
身
の
田
中
さ
ん
が
地
震
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
京
都
で
撮
影
中
の
と
き
で
し
た
。

心
配
だ
け
ど
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
悩
ん
で
い
た
田
中
さ
ん
に

映
画
主
演
の
話
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。

写真：鵜澤昭彦

16



『
更
地
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
指
さ
し
て
、
こ

こ
に
私
た
ち
の
家
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
』
っ

て
説
明
し
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
が
、
言
い

方
が
す
ご
く
カ
ラ
っ
と
し
て
い
て
。
大
変

だ
と
い
う
と
こ
ろ
を
見
せ
な
い
ん
で
す
ね
。

仮
設
住
宅
の
方
も
自
分
た
ち
の
こ
と
で
精

一
杯
の
は
ず
な
の
に
、
温
か
い
お
味
噌
汁

や
ご
は
ん
な
ど
の
炊
き
出
し
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
…
…
。『
が
ん
ば
っ
て
ね
』『
い
い

映
画
を
作
っ
て
ね
』
と
、
励
ま
さ
れ
た
の

は
私
た
ち
だ
っ
た
ん
で
す
」

　

石
川
県
内
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た
エ
キ

ス
ト
ラ
は
8
0
0
名
以
上
に
も
及
び
ま
し

た
。「
結
局
、
し
て
も
ら
う
だ
け
で
、
自
分

た
ち
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
」
と
話
す
田

中
さ
ん
だ
が
、
同
時
に
誰
か
の
役
に
立
つ

こ
と
が
能
登
の
人
に
勇
気
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
も
感
じ
た
そ
う
で
す
。

 

「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
大
変
だ
な
と
思
っ
て

も
時
間
が
た
つ
と
忘
れ
て
し
ま
う
。
で
も

能
登
の
人
た
ち
は
前
と
同
じ
よ
う
な
暮
ら

し
を
取
り
戻
す
た
め
に
長
い
年
月
を
か
け

て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
、

み
な
さ
ん
、
前
向
き
な
ん
で
す
よ
。
能
登

を
離
れ
た
く
な
い
。
も
う
1
回
同
じ
場
所

で
、
や
る
か
ら
に
は
も
っ
と
い
い
家
を
建

て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
っ
て
、
そ
ん
な

パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
」

　

田
中
さ
ん
が
演
じ
る
の
は
結
婚
を
控
え

た
派
遣
O
L
。
交
通
事
故
で
身
動
き
が
と

れ
な
い
婚
約
者
の
母
の
た
め
、
単
身
、
能

登
を
訪
れ
る
が
、
は
じ
め
て
の
土
地
、
嫁

姑
の
対
立
に
と
ま
ど
う
、
と
い
う
役
ど
こ

ろ
で
す
。
能
登
の
美
し
い
風
景
の
中
で
、

ど
こ
か
懐
か
し
い
人
の
温
も
り
が
丁
寧
に

描
か
れ
て
い
き
ま
す
。

 

「
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す

の
も
自
然
だ
け
ど
、
傷
を
癒
し
て
く
れ
る

の
も
自
然
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
能
登
は
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
見
え

な
い
何
か
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
。
そ
ん
な

神
秘
的
な
能
登
で
過
ご
し
な
が
ら
、
今
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
」

　

石
川
県
で
の
先
行
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
で
は
、

地
元
の
人
た
ち
が
映
画
の
登
場
人
物
と
共

に
笑
い
、
泣
き
、
そ
し
て
拍
手
を
。
そ
れ

が
何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
と
田
中
さ
ん
。

 

「
映
画
を
撮
影
す
る
前
と
後
で
は
受
け
止

め
方
が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
ど
こ
の
地
域
で
災
害

が
起
き
て
も
気
に
な
る
し
、
心
配
に
な
る
。

で
も
、
実
は
、
そ
う
感
じ
て
い
る
人
は
た

く
さ
ん
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
私
自
身
も

含
め
て
、『
自
分
に
で
き
る
何
か
』
を
見
つ

け
て
、
少
し
で
も
現
地
の
方
を
応
援
し
た

い
で
す
ね
」

　
段
あ
ま
り
地
震
が
起
き
な
い
能
登

で
…
…
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
で
も
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
映
画
の
話

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
今
ま
で
自
分
の
し

て
き
た
こ
と
で
、
少
し
で
も
能
登
の
人
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
う
れ
し
か
っ
た
ん

で
す
」

　

撮
影
開
始
が
10
月
。
ま
だ
地
震
の
傷
跡

が
残
る
能
登
に
向
か
う
時
、「
浮
か
れ
て
は

い
け
な
い
と
緊
張
し
て
い
ま
し
た
」
と
田

中
さ
ん
。
被
災
地
に
ど
こ
か
暗
い
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
た
そ
う
。

 

「
で
も
、
行
っ
て
み
た
ら
、
違
い
ま
し
た
。

田中美里さんと対峙する姑を演じるのは泉ピン子さん。映画「能登の花ヨメ」
©「能登の花ヨメ」製作委員会／ 8月23日（土）より銀座シネパトス、新
宿K's cinemaほかロードショー

自分に何ができるだろうって
思うのが当たり前になりました

「
普
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Disaster Report

中
国
四
川
大
地
震
現
地
調
査
報
告

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員　

小
鹿
健
平

2 

0 

0 

8
年
5
月
12
日
14
時
28
分
（
現
地
時
間
）
に

中
国
四
川
省

川
県
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
9
の
強
い
地
震
が
発
生
。

被
害
の
概
況
と
被
災
者
の
状
況
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

海外災害レポート

災
地
の
都
江
堰
市
、
綿
竹
市
等
を
訪
れ
、

被
害
状
況
の
調
査
や
被
災
者
か
ら
の
聞
き

取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
四
川
省
人
民
政

府
、
中
国
地
震
局
、
民
政
部
国
家
減
災
中

心
等
の
防
災
関
係
機
関
を
訪
問
し
て
情
報

収
集
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
現
在
の
新

華
社
通
信
の
発
表
に
よ

る
と
、
死
者
は
６
万
９

１
９
５
人
、
行
方
不
明

者
は
１
万
８
３
９
２

人
、
負
傷
者
は
37
万
４

１
７
７
人
に
の
ぼ
り
ま

す
。
今
回
の
震
源
付
近

で
は
、
１
９
３
３
年
茂

北
迭
渓
地
震
（
Ｍ
７
・

５
）、
76
年
松
潘
・
平

武
地
震
（
Ｍ
７
・
２
）

な
ど
歴
史
上
Ｍ
７
以
上

の
地
震
が
数
回
発
生
し

ま
し
た
が
（
中
国
地
震
情
報
網
よ
り
）、
今

回
発
生
し
た
地
震
は
こ
の
地
域
で
最
大
の

地
震
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
川
省
の
省
都
で
あ
る
成
都
市
は
、
建

築
物
等
に
物
的
被
害
は
見
ら
れ
ず
、
商
店

な
ど
も
通
常
ど
お
り
営
業
し
て
お
り
、
地

震
発
生
２
週
間
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
穏

な
市
民
生
活
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
成
都
市
か
ら
約
60
㎞
離
れ

た
、
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
都
江
堰
市
に

お
い
て
は
、
多
く
の
建
築
物
に
被
害
が
あ

り
、
商
店
施
設
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
成
都
市
の
北
約
１
０
０
㎞
に
位
置

し
、
地
震
の
断
層
に
近
接
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
綿
竹
市
漢
旺
鎮
お
よ
び
遵

道
鎮
で
は
、
漢
旺
鎮
政
府
庁
舎
も
完
全
に

倒
壊
す
る
な
ど
多
く
の
建
築
物
が
倒
壊

し
、
街
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

調
査
時
に
は
公
的
な
テ
ン
ト
村
や
大
規

模
な
仮
設
住
宅
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
住
民
の
多
く
は
、

建
築
物
の
被
害
な
ど
に
よ
り
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
で
は
日

本
の
よ
う
に
事
前
に
震
災
時
の
避
難
場
所

が
指
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
避
難
場
所
と
な
り
う
る
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
に
は
相
当
の
被
害
が
あ
っ
た
た
め
、

被
災
者
は
公
共
広
場
な
ど
に
集
合
し
て
い

た
り
、
自
宅
近
く
の
路
上
な
ど
に
個
別
に

避
難
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
自
宅
が
居
住
可
能
で
あ
る

も
の
の
、
余
震
へ
の
恐
怖
な
ど
か
ら
、
住

居
に
戻
る
の
を
嫌
が
っ
て
テ
ン
ト
等
で
生

活
す
る
住
民
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

避
難
生
活
に
お
い
て
は
、
風
呂
や
ト
イ

レ
、
清
潔
な
水
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ
、

毛
布
、
薬
な
ど
の
不
足
な
ど
衛
生
面
に
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
間
の
気
温

が
30
℃
を
超
え
る
た
め
、
感
染
症
防
止
の

た
め
に
行
政
機
関
に
よ
り
消
毒
等
の
防
疫

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
応
急
対
応
期

か
ら
復
旧
・
復
興
期
へ
と
移
行
す
る
中
で
、

　

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
５
月
25
日

か
ら
５
月
30
日
ま
で
の
日
程
で
、
現
地
の

状
況
や
課
題
を
把
握
し
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
お
い
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経

験
と
教
訓
に
基
づ
い
た
協
力
、
貢
献
の
可

能
性
を
調
査
す
る
た
め
に
、
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
現
地
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
被

被
害
の
概
況

被
災
者
の
状
況

被災地調査箇所（都江堰、綿竹）位置図
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に
対
す
る
感
謝
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
の
復
旧
・
復
興
に
お
い
て
は
、「

川
地
震
災
後
復
旧
・
復
興
条
例
」
が
中
国

国
務
院
に
よ
り
、６
月
８
日
に
施
行
。
復
旧
・

復
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
阪
神

･
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越
地
震
の
復

興
経
験
を
参
考
と
し
た
い
と
す
る
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
計
画
の
期
間
は
２
０
１
５

年
ま
で
の
８
年
間
。
２
０
０
８
〜
10
年
は

計
画
の
第
１
段
階
と
し
、
当
面
講
ず
べ
き

措
置
を
中
心
に
被
災
者
の
震
災
前
の
生
活

水
準
へ
の
回
復
を
目
標
に
掲
げ
、
２
０
１

１
〜
15
年
は
第
２
段
階
と
し
て
、
さ
ら
に

進
ん
で
復
興
の
完
了
期
と
位
置
づ
け
、
策

定
に
向
け
て
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
、
建

築
物
の
設
計
耐
震
基
準
を

定
め
る
た
め
の
震
度
分
布

図
の
見
直
し
に
も
着
手
し

て
お
り
、
中
国
地
震
局
が

被
災
地
の
中
か
ら
特
徴
的

な
被
害
を
受
け
た
１
０
０

０
棟
以
上
の
建
築
物
を
抽

出
し
、
そ
の
被
害
状
況
等

に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
国
政
府
は
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
沿
海
部

の
経
済
的
に
豊
か
な
省
に
対
し
て
担
当
す

る
被
災
地
域
を
割
り
振
り
、
分
担
し
て
支

援
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

住
宅
や
産
業
な
ど
の
復
興
に
あ
た
っ
て

は
、
将
来
の
災
害
に
耐
え
う
る
災
害
に
強

い
都
市
づ
く
り
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
と

と
も
に
、
今
回
得
ら
れ
た
教
訓
・
経
験
を

生
か
し
、
国
や
地
方
行
政
機
関
の
防
災
能

力
の
強
化
や
一
般
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
の
機
会
と
し
て
、
防
災
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
調
査
し
た
地
域
で
は
、
公
的
避
難

所
や
救
護
施
設
、
仮
設
小
学
校
、
仮
設
住

被
災
者
の
生
活
の
再
建
が
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
が
、
生
活
基
盤
や
職
を
失
っ
た

被
災
者
は
、
と
り
わ
け
長
期
的
な
視
点
で

の
心
の
ケ
ア
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
者
に
は
、
地
震
か
ら
３
カ
月
の
間
、

１
人
に
つ
き
１
カ
月
あ
た
り
15
㎏
の
コ
メ

と
３
０
０
元
の
現
金
が
政
府
か
ら
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
企
業

の
支
援
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域

の
助
け
合
い
に
よ
り
、
水
や
食
料
、
生
活

物
資
の
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
被
災
者
の

支
援
に
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

農
村
部
に
お
い
て
は
、
震
災
以
前
に
借
り

入
れ
た
営
農
資
金
の
返
済
を
全
額
免
除
す

る
救
済
策
が
実
施
。
綿
竹
市
で
は
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
施
設
を
備
え
た
仮
救
護
所
や
仮
設

の
小
学
校
も
開
設
し
て
い
ま
し
た
。

　

四
川
省
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
に
よ
る

と
、
５
月
28
日
（
訪
問
時
）
現
在
、
世
界

中
の
お
よ
そ
40
カ
国
か
ら
届
い
た
２
０
０

０
ト
ン
以
上
の
支
援
物
資
を
、
公
正
な
管

理
の
下
に
被
災
者
へ
順
次
届
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
我
が
国
政
府
に

対
し
て
、
四
川
省
政
府
と
し
て
、
他
国
に

先
駆
け
て
活
躍
し
た
日
本
の
国
際
緊
急
援

助
隊
救
助
チ
ー
ム
と
医
療
チ
ー
ム
の
活
動

や
、
兵
庫
県
な
ど
か
ら
の
毛
布
等
の
支
援

被
災
者
へ
の
支
援

復
旧
・
復
興
計
画

宅
の
建
設
、
医
療
、
防
疫
、
さ
ら
に
は
耐

震
基
準
の
見
直
し
な
ど
多
方
面
で
対
応
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
後
の
復
旧
・

復
興
に
あ
た
っ
て
の
日
本
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
震
災
復
興
計
画
策
定
に
対
す
る
助

言
や
仮
設
住
宅
の
運
営
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
、
産
業
の

復
興
、
文
化
財
の
修
復
な
ど
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
経
験
と
教
訓
が
生
か
せ
る
分
野

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
被

災
地
の
速
や
か
な
復
興
計
画
が
急
ピ
ッ
チ

で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア

防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
計
画
策
定
後
、

復
興
計
画
の
妥
当
性
検
証
や
進
捗
状
況
の

評
価
に
つ
い
て
、
中
国
か
ら
の
求
め
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
と
め

自主的に集合した被災者 （都江堰市）。
写真提供：アジア防災センター（上下写真ともに）

階段を残して倒壊した校舎 （都江堰市聚源鎮）。
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Disaster Report

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害

ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
研
究
員　

塩
見
有
美

2
0
0
8
年
5
月
2
日
か
ら
3
日
に
か
け
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ナ
ル
ギ
ス
（
N
a
r
g
i
s
）」
が
上
陸
し
、

エ
ヤ
ワ
デ
ィ
デ
ル
タ
か
ら
ヤ
ン
ゴ
ン
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

海外災害レポート

ン
へ
と
発
達
し
、
徐
々
に
勢
力
を
強
め
て

い
き
ま
し
た
。 

5
月
2
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

沿
岸
部
で
は
最
大
風
速
秒
速
56 

m
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
4
（
5
段
階
で
2
番
目
に
大
き
い
）

に
達
し
て
、
同
日
上
陸
し
、
エ
ヤ
ワ
デ
ィ

デ
ル
タ
地
域
を
横
断
し
ま
し
た
。
暴
風
雨

に
加
え
、
高
さ
約
3
・
5
m
の
高
潮
も
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
低
地
の
同
地
域
の
被

害
を
い
っ
そ
う
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
、
国
連
の
発
表
に
よ

る
と
、
7
月
1
日
現
在
、
死
者
8
万
4 

5 

3 

7
人
、
行
方
不
明
者
7
万
7
3
8
人
と
な

り
、
被
災
地
の
人
口
4
7
0
万
の
う
ち

2
4
0
万
が
被
災
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

過
去
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被

害
と
比
較
す
る
と
（
下
表
）、
サ
イ
ク
ロ
ン

「
ナ
ル
ギ
ス
」
が
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
自
然
災
害
を

含
め
て
も
、
同
国
で
発
生
し
た
一
件
の
災

害
と
し
て
は
20
世
紀
以
降
最
大
で
あ
る
と

　

4
月
27
日
に
ベ
ン
ガ
ル
湾
で
発
生
し
た

熱
帯
低
気
圧
は
、
翌
28
日
に
は
サ
イ
ク
ロ

サ
イ
ク
ロ
ン
に
よ
る

被
害
の
概
要

期間 件数 死者数 被災者数

全自然災害 1901-2007 47 8,098 3,772,196

サイクロン 1901-2007 16 6,252 1,255,795

ナルギス 2008 1 84,537 2,400,000

ミャンマーにおける自然被害（20世紀以降）

注：CRED-EMDATデータよりアジア防災センター作成。ただし本デー
タは、①死者10人以上、②被災者100人以上、③非常事態宣言発令、
④国際援助要請のいずれかを満たす災害を対象としている。自然災
害には、サイクロンのほか、洪水、地震、疫病、林野火災を含む。

サイクロン「ナルギス」の経路および被災地域
出典：国連人道問題調整事務所 Relief Web

ミャンマーの土地利用（黄色：農地、緑色：森林）
出典：国土地理院
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が
A
S
E
A
N
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
、
A
S
E
A
N
そ
し
て
国
連
の
三
者

が
コ
ア
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
合
同
で
支

援
策
を
話
し
合
う
国
際
支
援
会
議
が
5
月

25
日
に
ヤ
ン
ゴ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
首
相
、
パ

ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長
等
、
51
カ
国

の
代
表
、
関
係
国
際
機
関
・
団
体
の
代
表

が
出
席
し
、
今
後
の
支
援
、
復
興
策
等
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
際
機
関
、
各
国
政
府
、
国
際

赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
、
企
業
、
学
界
、

N
G
O
な
ど
、
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
セ

ク
タ
ー
が
、
災
害
発
生
直
後
よ
り
、
人
材
、

物
資
や
資
金
の
提
供
を
表
明
し
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
連
は
5
月
9
日
、
国

際
社
会
に
向
け
緊
急
支
援
要
請
（
フ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ピ
ー
ル
）
を
発
出
し
ま
し
た
。
6

月
16
日
現
在
、
2
億
2
0
0
万
ド
ル
の
要

請
に
対
し
て
、
国
連
、
政
府
、
N
G
O
な

ど
よ
り
65
％
の
拠
出
が
表
明
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
か
ら
は
3
回
に
わ
た
っ
て
緊
急
援

助
物
資
が
供
与
さ
れ
た
ほ
か
、
国
連
児
童

基
金
（
U
N
I
C
E
F
）、
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）、
国

連
食
糧
計
画
（
W
F
P
）
な
ど
を
通
じ
た

1
0
0
0
万
ド
ル
を
上
限
と
す
る
緊
急
支

援
、
N
G
O
を
通
じ
た
支
援
を
含
め
総
額

約
1
1
7
0
万
ド
ル
の
援
助
の
実
施
が

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
際
緊
急
援

助
隊
医
療
チ
ー
ム
を
エ
ヤ
ワ
デ
ィ
管
区
南

部
に
派
遣
し
、
医
療
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
復
興
に
向
け
、
災
害
予
防
の
観
点 

か
ら
も
い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。

　

第
一
に
、
早
期
警

戒
シ
ス
テ
ム
の
整
備

が
必
要
で
す
。
通
信

イ
ン
フ
ラ
お
よ
び
早

期
警
戒
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
、
住
民
に
サ

イ
ク
ロ
ン
や
高
潮
に

つ
い
て
の
正
確
な
警

報
を
伝
達
す
る
こ
と

が
、
迅
速
で
適
確
な

避
難
行
動
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

第
二
に
、
本
来
避

難
所
と
な
る
べ
き
学

校
な
ど
も
倒
壊
す
る

な
ど
の
被
害
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、

サ
イ
ク
ロ
ン
シ
ェ
ル

タ
ー
や
公
共
施
設
の

整
備
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

第
三
に
防
災
教
育
を
実
施
し
、
警
報
発

令
後
に
住
民
が
確
実
に
避
難
行
動
を
と
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
今

後
の
災
害
予
防
に
向
け
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

い
え
ま
す
。

　

多
数
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
病
院
、
学
校

な
ど
の
公
共
施
設
や
、
水
道
、
道
路
、
橋
梁
、

電
気
、
通
信
設
備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
に
も

深
刻
な
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

救
援
活
動
、
物
資
の
輸
送
・
供
給
が
滞
り
、

食
料
、
飲
料
水
、
医
療
、
衛
生
な
ど
の
問

題
も
生
じ
ま
し
た
。

　

被
災
地
域
は
同
国
の
農
業
（
コ
メ
）
に

と
っ
て
重
要
な
地
域
で
す
が
、
高
潮
、
洪

水
の
被
害
が
深
刻
で
あ
り
、復
旧
の
ス
ピ
ー

ド
が
遅
れ
れ
ば
次
期
の
収
穫
に
影
響
が
生

じ
る
た
め
、
食
料
生
産
の
面
で
も
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
、
エ
ヤ
ワ
デ
ィ
管

区
お
よ
び
ヤ
ン
ゴ
ン
管
区
を
被
災
地
域
に

指
定
し
、
救
援
活
動
や
物
資
の
分
配
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン

首
相
が
率
い
る
緊
急
委
員
会
を
通
じ
救
援

活
動
、
国
家
災
害
管
理
計
画
の
実
施
、
国

際
機
関
、
国
内
外
の
支
援
組
織
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

5
月
19
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
の
緊
急

外
相
会
議
が
開
か
れ
、
国
外
か
ら
の
支
援

物
資
、
支
援
要
員
の
受
け
入
れ
調
整
機
関

今
後
に
向
け
た
課
題

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と

国
際
社
会
の
対
応

ミャンマーのエヤワディデルタ地帯にあるボガレで、大型サイクロン被災者への援助活動を行う国際赤十字職員。（写真
提供：ロイター／アフロ）
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防
災
対
策
の
実
効
性
を 

高
め
る
必
要

　

我
が
国
で
は
、
大
規
模
地
震
発
生
の
切

迫
性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
防
災
対
策
の

実
効
性
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
め
る
こ
と

が
急
務
で
す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ

ス
の
海
溝
型
の
巨
大
地
震
に
つ
い
て
は
、

東
海
地
震
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
く
、
東
南
海
・
南
海
地
震
も
今
世
紀
前

半
に
も
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
全
国
に
は
約
2
0
0
0
に
上

る
活
断
層
が
あ
り
、
首
都
圏
な
ど
の
大
都

市
圏
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
ク
ラ
ス
の
地

震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
甚
大
か
つ
広

域
の
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
、
一
度
発
生
す
れ
ば
甚
大
な

被
害
が
想
定
さ
れ
る
大
規
模
災
害
だ
け
で

は
な
く
、
台
風
や
大
雨
の
際
の
外
出
時
の

事
故
や
豪
雪
時
に
お
け
る
除
雪
中
の
事
故

と
い
っ
た
身
近
な
災
害
に
よ
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
方
も
多
く
い
ま
す
。

　

政
府
と
し
て
は
、
大
規
模
地
震
な
ど
へ

の
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
る
ほ
か
、
平

成
19
年
12
月
に
は
、
自
然
災
害
の
「
犠
牲

者
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
取
組
み
と
し
て
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
実
際
に
直
面
す
る
可
能

性
の
高
い
被
災
事
例
に
つ
い
て
必
要
な
対

策
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

20
年
4
月
に
は
、
災
害
対
策
を
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
進
め
て
い
く
た
め
、
自

助
や
共
助
促
進
の
環
境
整
備
や
防
災
基
盤

整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
と
施
策
の
方
向
を
明
ら
か
に
し
た
総

合
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
の
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め
る

に
は
、
自
助
、
共
助
の
取
組
み
を
促
進
す

る
た
め
、
国
民
の
防
災
意
識
を
い
か
に
し

て
実
際
の
防
災
行
動
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

か
、
防
災
対
策
を
取
り
巻
く
経
済
、
社
会
、

自
然
環
境
の
変
化
に
如
何
に
対
応
し
て
い

く
か
が
重
要
で
す
。

平成 20 年版　防災白書を発表

平成20年6月10日、平成20年版防災白書が閣議決定されました。

我が国では、切迫性が高まっている大規模地震や、毎年多数の死傷者が発生する台風や大雪等に対し、

防災対策の実効性を高めることが重要視されています。

今年の白書では、国民の防災意識を実際の防災行動へ結びつけるための「自助」や、

地域の防災力を高める「共助」の促進、

そして、企業が被災した場合の社会全体へ及ぶ被害の大きさについても指摘し、

対策を検討する必要性について言及しています。

平成20年版

防災白書を発表
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げ
る
た
め
に
は
、
国
民
の
自
発
性
を
促
し

な
が
ら
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
特
に
、

①
自
然
災
害
が
決
し
て
「
他
人
事
」
で
は

な
く
、
い
つ
、
ど
こ
で
も
自
分
の
身
に

起
こ
り
得
る
も
の
だ
と
い
う
切
迫
感
を

国
民
が
持
ち
、
防
災
を
日
常
生
活
の
視

点
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

強
化
す
る
こ
と
、

②
国
民
が
実
際
の
減
災
行
動
を
行
お
う
と

す
る
場
合
に
、
そ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く
実
践
的
な

防
災
知
識
を
提
供
す
る
取
組
み
を
強
化

す
る
こ
と
、

が
必
要
で
す
。

災
害
に
対
す
る
切
迫
感
を
持
っ
て
、 

防
災
の
視
点
を
日
常
生
活
に 

取
り
入
れ
る
た
め
の
普
及
啓
発

　

自
然
災
害
が
い
つ
、
ど
こ
に
で
も
起
こ

り
え
る
も
の
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実

を
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
現
実
味
を
持
っ

て
と
ら
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
機

会
を
用
意
し
た
り
、
将
来
、
自
分
の
身
に

起
こ
り
う
る
災
害
を
分
か
り
や
す
く
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
災
害
リ
ス
ク
を
よ

り
一
層
「
見
え
る
」
よ
う
に
す
る
取
組
み

も
重
要
で
す
。

　

災
害
に
対
す
る
関
心
が
相
対
的
に
低
い

1
．国
民
の
防
災
意
識
を 

　
　
防
災
行
動
へ

国
民
の
防
災
意
識
と 

行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ

　

災
害
か
ら
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に

は
、
公
助
に
加
え
、
自
ら
の
身
は
自
ら
守

る
自
助
が
基
本
で
す
。
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
や
す
い
我
が
国
で
は
、
国
民
の
災
害

に
対
す
る
関
心
は
高
い
が
、
現
実
に
は
、

そ
の
高
い
関
心
が
実
際
の
行
動
に
必
ず
し

も
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
最

近
の
意
識
調
査
で
は
、
大
規
模
地
震
に
対

し
て
関
心
や
不
安
が
あ
る
と
答
え
た
人
は

9
割
以
上
で
す
が
、
家
具
等
の
固
定
の
備

え
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
な
お
30
％
未

満
で
あ
り
、
意
識
と
行
動
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

家
具
等
を
固
定
し
な
い
理
由
を
見
て
み

る
と
、
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
の
要
因
に
は
、

ま
ず
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
被
害
が
現
実

に
自
分
に
発
生
し
う
る
と
の
切
迫
感
が
必

ず
し
も
充
分
で
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
日
常
生
活
の
中
で
行
動
を

起
こ
す
た
め
に
必
要
な
実
践
的
な
防
災
知

識
を
容
易
に
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

自
助
に
基
づ
く
防
災
対
策
の
実
効
を
挙

若
年
層
に
焦
点
を
当
て
て
、
災
害
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
能
力
を
高
め
る
た
め

の
防
災
教
育
が
有
効
で
す
。
今
後
は
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
に
よ
り
自
宅
に
お
い
て
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
参
加
型
の
防
災
訓
練
・

教
育
ツ
ー
ル
を
、
最
新
の
I
T
技
術
を
活

用
し
て
作
成
・
提
供
す
る
取
組
み
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
に
対
す
る
意
識
を
日
々

の
生
活
の
中
で
、
実
際
の
減
災
行
動
と
し

て
活
か
し
て
い
く
た
め
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
や
公
民
館
と
い
っ
た
身
近
な
場
所

で
、
家
具
固
定
な
ど
の
身
近
な
防
災
へ
の

取
組
み
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
を
地
域
に

根
ざ
し
た
団
体
が
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

実
際
の
減
災
行
動
を
ス
ム
ー
ズ
に 

行
え
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
く 

実
践
的
な
防
災
知
識
を 

提
供
す
る
こ
と

　

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場

で
必
要
な
こ
と
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
要
点
に
つ
い
て
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
提
供

し
た
り
、
家
具
等
の
転
倒
・
落
下
防
止
な

ど
個
別
の
対
策
に
つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か

ら
評
価
分
析
す
る
試
み
も
重
要
で
す
。

東海地震に
ついて
関心のある
人の割合

大地震に備えて
家具等を固定して
いると回答した
人の割合

95.3％ 24.3％
東海地震についての県民意識調査

（静岡県、平成 19 年）

地震防災対策に関する特別世論調査

（内閣府、平成 19 年）

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
知
見
を
基
に
、
各

家
庭
や
職
場
で
実
際
に
減
災
活
動
を
行
お

う
と
す
る
場
合
に
役
に
立
つ
知
識
を
提
供

す
る
試
み
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
各
家
庭
で
行
う
べ
き
災

害
へ
の
備
え
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
、
必
要

な
備
え
を
行
う
た
め
の
実
践
的
な
知
識
を

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
手
引
き
書
を
作

成
し
た
り
、
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。参考）平成16 年新潟県中越地震の際、家具の転倒によりけがをした人の割合は4割以上

国民の意識と行動のギャップ
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2
．地
域
防
災
力
の 

　
　
強
化
に
向
け
て

高
ま
る
共
助
の
役
割

　

地
域
社
会
が
防
災
に
果
た
す
役
割
に
は

極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
約
8
割

の
人
が
家
族
や
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
平
成
19

年
の
能
登
半
島
地
震
や
新
潟
県
中
越
沖
地

震
で
は
、
町
内
会
な
ど
自
主
防
災
組
織
に

よ
る
高
齢
者
等
の
避
難
支
援
な
ど
が
迅
速

か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
災
害
で
は
高
齢
者
が
犠

牲
者
の
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

日
本
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
展
し
、
地
方

に
お
け
る
過
疎
化
も
進
行
す
る
な
ど
、
予

想
さ
れ
る
中
で
、
高
齢
者
等
を
地
域
ぐ
る

み
で
支
援
す
る
な
ど
、
地
域
社
会
に
お
け

る
共
助
の
果
た
す
役
割
が
一
層
増
大
し
ま

す
。

地
域
防
災
力
の
低
下

　

一
方
で
、
例
え
ば
、
消
防
署
と
連
携
し

な
が
ら
災
害
時
の
消
火
・
救
助
活
動
等
の

役
割
を
担
う
消
防
団
は
、
団
員
数
の
減
少
・

高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
防

災
力
の
低
下
傾
向
が
大
き
な
懸
念
事
項
と

し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

背
景
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
消
防
団
を

支
え
て
い
た
年
齢
層
か
ら
入
団
者
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
防
災

力
の
要
と
し
て
の
消
防
団
な
ど
の
強
化
、

そ
の
た
め
の
新
た
な
担
い
手
の
確
保
が
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共
助
へ
の
参
加
意
識
と
行
動
と
の

ギ
ャ
ッ
プ

　

社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
を
み
る

と
、
自
主
防
災
活
動
や
災
害
援
助
活
動
に

参
加
し
た
い
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
、

こ
こ
10
年
で
約
15
％
か
ら
約
22
％
ま
で
増

加
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
に
延
べ

1
3
0
万
人
以
上
の
人
々
が
各
種
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
を
契
機

に
、
災
害
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
運
の
高
ま
り
の
一
方
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
っ
て
も
、

実
際
に
活
動
に
参
加
し
た
人
の
数
は
、
必

ず
し
も
多
く
は
な
い
と
い
う
調
査
結
果
が

あ
り
、
地
域
防
災
の
側
面
に
お
い
て
も
、

災
害
に
対
す
る
高
い
関
心
を
共
助
へ
の
参

加
行
動
へ
と
い
か
に
結
び
つ
け
て
い
く
か

が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

昭和
29年

昭和
40年

昭和
50年

昭和
60年

平成
7年

平成
19年

消防団員数2023011

0

400.000

800.000

1200.000

1600.000

2000.000

1330995
1118036

1033376 975512
892893

資料：消防庁
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昭和 60 年 平成 10 年 平成 19 年

60 歳以上

50～59 歳

40～49 歳

30～39 歳

20～29 歳

19 歳以下

0.5

0.9 1.9 2.5

29.5 25.9 20.7

40.0

24.6

11.9

40.2

24.2

7.4

47.3

15.7

6.1

0.4 0.3
資料：消防庁

消防団員の年齢構成比率の推移

消防団員数の推移

24



共
助
へ
の
参
加
行
動
の
促
進

　

意
識
調
査
に
お
い
て
、
地
域
に
お
け
る

防
災
活
動
に
参
加
し
な
か
っ
た
理
由
を
見

る
と
、
効
果
的
な
広
報
活
動
等
を
通
じ
て

地
域
の
防
災
活
動
と
住
民
の
接
点
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
国
民
の
関
心
を

よ
り
高
め
る
よ
う
な
工
夫
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
意
識
調
査
で
は
、
災
害
発

生
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
い

条
件
と
し
て
、
自
分
の
親
類
縁
者
や
知
人

が
住
ん
で
い
る
地
域
の
災
害
で
あ
る
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
人
が
相
当
数
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
共
助
の
促
進
は
、「
顔
の
見
え
る
」

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
の
取
組
み
と
併

せ
て
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、「
行
政
機
関
、
自
治
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
か
ら
要
請
」
を
参
加
の

条
件
と
考
え
る
人
も
相
当
数
い
ま
す
の
で
、

信
頼
が
置
け
る
体
制
づ
く
り
や
、
被
災
地

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
よ
う
な
情
報

提
供
体
制
の
整
備
等
を
今
後
と
も
着
実
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
へ
の

参
画

　

避
難
所
に
お
け
る
女
性
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
へ
の
配
慮
や
女
性
高
齢
者
の
ケ
ア
な
ど
、

女
性
が
よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
が
出
来

る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
に
お
い
て

も
、
平
素
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
密

接
に
関
わ
り
、
地
域
の
情
報
を
持
っ
て
い

る
女
性
団
員
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
数
は
、
平
成
元
年
か
ら
平

成
19
年
に
か
け
て
10
倍
近
く
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
を
祈
念
し

て
開
催
さ
れ
た
「
女
性
の
た
め
の
防
災
会

議
」
な
ど
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
動

き
も
あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
み
に
よ
り
女

性
の
地
域
防
災
へ
の
参
画
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性

の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
災
害
対
策
の
確
立

や
女
性
の
現
場
へ
の
参
画
を
確
保
し
て
い

く
た
め
、
防
災
に
関
す
る
政
策
・
方
針
決

定
過
程
に
お
け
る
女
性
の
参
画
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

資料：ボランティア活動等に関する調査（神奈川県、平成19年）

ボランティア活動の有無ボランティア活動への関心

非常に
関心がある
7.6

現在ボランティア
活動をしている
10.0

ボランティア活動を
していたが、今はしていない
13.1

今までにボランティア
活動をしたことがない
69.1

無回答
7.8

ある程度
関心がある
49.3

どちらとも
いえない
23.4

あまり
関心がない
14.3

全く
関心がない
4.6

無回答
0.8

活動をしている又はしたことがある　23.1％関心がある　56.9％

①策定状況 ②策定目標（地震防災戦略）

策定済

策定中

策定予定あり

策定予定なし

知らない

無回答

事業継続計画の策定状況（大企業・中堅企業）
大企業

中堅企業

「大企業」・「中堅企業」…資本金及び常用雇用者数（業種別）に基づいて抽出

18.9%

12.4%

3.4%

12.8% 8.8% 61.2%

1.3%

16.4% 29.1% 12.7% 22.7%

0.3%

資料：内閣府調べ
（平成20 年1 月）

中堅企業

50％超
大企業

ほぼすべて

事業継続計画（BCP）等企業防災の推進

ボランティア活動への関心と行動のギャップ
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②
業
種
業
態
に
応
じ
た
B
C
P
の
策
定
等

高
度
に
専
門
的
な
助
言
・
指
導
が
で
き

る
支
援
体
制
を
整
備

が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
に
は
個
々
の

企
業
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
資
金
量
を
必

要
な
時
期
に
十
分
手
当
て
し
き
れ
な
い
事

態
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
継
続

計
画
の
策
定
と
並
ん
で
、
こ
う
し
た
事
態

に
も
対
処
で
き
る
だ
け
の
財
務
上
の
備
え

を
図
っ
て
行
く
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
課
題
で
あ
り
、
今
後
検
討
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
々
の
安
心
を
確
保
す
る 

災
害
情
報
の
提
供
の
あ
り
方

　

高
度
情
報
化
社
会
で
は
、
発
達
し
た
情

報
メ
デ
ィ
ア
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
い
災
害
対
策
の
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
そ
の
対
応
を

誤
る
と
、
逆
に
社
会
の
不
安
を
増
幅
し
、

経
済
的
な
被
害
の
拡
大
を
招
く
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
お
い
て
柏
崎
刈

羽
原
子
力
発
電
所
が
被
災
し
た
ケ
ー
ス
で

は
、
国
及
び
事
業
者
に
よ
る
地
元
自
治
体

へ
の
連
絡
や
周
辺
住
民
等
へ
の
安
全
・
安

心
情
報
の
提
供
が
迅
速
か
つ
的
確
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
周
辺
住
民
の
み
な

3
．防
災
対
策
に 

　
　
求
め
ら
れ
る
新
た
な
視
点

経
済
被
害
の
拡
大
へ
の
対
策

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
高
度
化
等
を

背
景
と
し
て
、
新
潟
中
越
沖
地
震
に
お
け

る
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
被
災
に
見
ら

れ
た
よ
う
に
、
個
別
企
業
の
被
災
が
他
の

企
業
・
地
域
に
連
鎖
的
に
被
害
を
拡
大
す

る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

経
済
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
企
業
の

事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
策
定
の
促
進

は
、
単
に
個
別
企
業
の
み
の
利
益
を
超
え

て
、
社
会
全
体
の
経
済
被
害
拡
大
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
企
業
は
B
C
P
策
定

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
実

際
の
策
定
率
は
大
規
模
地
震
対
策
に
お
い

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
目
標
に
は
遠
く
及
ば

な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
、

B
C
P
策
定
を
促
進
す
る
に
は
、

①
企
業
経
営
者
等
の
企
業
防
災
へ
の
意
識

を
高
め
る
た
め
、
B
C
P
の
策
定
等
企

業
防
災
へ
の
取
組
み
が
、
格
付
け
や
融

資
等
に
お
い
て
適
正
に
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
市
場
条
件
の
整
備

ら
ず
広
く
不
安
を
拡
大
さ
せ
る
一
因
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
人
々
の

不
安
の
拡
大
は
観
光
客
の
減
少
と
い
う
形

で
地
元
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
人
々
の
安
全
の

確
保
に
加
え
、
人
々
が
安
心
を
持
ち
え
る

よ
う
な
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
、
地

元
経
済
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
も
重
要
で
あ
り
、

①
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
、
プ
レ
ス
は

も
と
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
多
様
な

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
住
民
や
国
民
に
直

接
提
供
す
る
取
組
み
を
強
化
、

②
情
報
を
国
民
に
分
か
り
や
す
い
形
で

提
供
す
る
工
夫
を
強
化
、

す
る
こ
と
な
ど
、
安
全
・
安
心
情
報
が
迅

速
か
つ
的
確
に
国
民
や
諸
外
国
に
広
ま
る

効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指

す
べ
き
で
す
。

気
候
変
動
へ
の
適
応
策
と
し
て
の 

防
災
に
関
す
る
取
組
み　

　

過
去
30
年
間
を
振
り
返
る
と
、
こ
こ
10
年

間
の
気
象
に
は
、
短
時
間
に
激
し
く
降
る
大

雨
の
発
生
回
数
が
明
ら
か
に
多
い
な
ど
異
常

な
も
の
が
見
ら
れ
、「
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
」（
I
P
C
C
）
は
地
球
温
暖
化

の
進
行
に
伴
っ
て
大
雨
が
頻
繁
に
な
り
、
熱

帯
低
気
圧
が
強
く
な
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨

や
台
風
の
強
度
の
一
層
の
増
大
、
海
面
水
位

の
上
昇
な
ど
に
よ
り
、
過
去
の
統
計
や
経
験

が
通
用
し
な
く
な
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
て
お
り
、
水
害
や
土
砂
災
害
、
高

潮
災
害
等
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
の
視
点
を
踏
ま

え
て
、
従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
発
想
に
よ

る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

英
国
な
ど
諸
外
国
で
は
先
進
的
な
取
組

み
も
な
さ
れ
て
お
り
、我
が
国
に
お
い
て
も
、

我
が
国
の
英
知
や
持
て
る
力
を
総
合
的
に

組
み
合
わ
せ
て
、
防
災
基
盤
の
整
備
を
長

期
的
な
視
点
で
立
案
し
、
確
実
に
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、

堤
防
や
ダ
ム
等
の
施
設
の
整
備
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
流
域
に
お
け
る
土
地

利
用
の
あ
り
方
や
危
機
管
理
対
応
、
早
期

警
戒
や
訓
練
の
強
化
な
ど
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
適
応
策
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
対
策
に
加
え
、
こ
の
よ
う
な

新
た
な
観
点
か
ら
の
災
害
対
策
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、
国
と
地
方
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
効
果
的
な
連
携
・
協
働

や
、
官
と
民
の
協
力
・
役
割
分
担
な
ど
、

災
害
対
策
の
総
合
性
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

防災白書の詳細はインターネットでご覧いただけます。http://www.bousai.go.jp/hakusho/hakusho.html
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防災の動き
Disaster Management 

NEWS

内閣府と国土交通省は、都市再生プロジェクト第一次決定（平成13年 6月）を受けて、
首都圏において、大規模かつ広域的な災害が発生した際に、国・地方公共団体等の合同現地対策本部を設置し
首都圏の広域防災のヘッドクォーターとして機能するとともに、広域支援部隊等のコア部隊のベースキャンプや

災害時医療の支援基地等の災害対策活動の核となる日本で初めての基幹的広域防災拠点の整備を進めております。

有明の丘基幹的広域防災拠点施設の
供用開始について

このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する
府省庁からのお知らせや、公共団体・企業・NPOの

防災活動などをお届けします。Disaster facilities 

有明の丘基幹的広域防災拠点　配置図
本部棟（約1万㎡）
○防災施設（オペレーション
　ルーム、本部会議室等）
○公園施設（防災関連展示、
　体験学習施設）

免震構造（積層ゴム）免震構造（鉛ダンパ）

災害医療支援スペース
（約1.0 ha）

コア部隊
ベースキャンプ
（約 2.5 ha）

ヘリポート　
（約 2.6 ha）

国
営
公
園
都
立
公
園

癌研有明病院

本部棟　１階平面図

入口

機械室・倉庫等

オペレーションルーム
指
揮
所

ブ
ー
ス

体験学習スペース

エントランスホール

本
部
会
議
室

オペレーションルーム
面積　約 960㎡
座席数　186 席
300 インチモニター
（画面分割可能）

エントランスホール

本部会議室　モニターで TV会議が可能

指揮所ブース

広域支援部隊等ベースキャンプ等（約 6.5 ha）

本部棟　2階平面図

体験学習スペース

通信専用アンテナ塔
約74ｍ

（パラボラ5台設置）

ロッカー
仮眠室
食堂等

自家発電
機械室等

オペレーションルーム
上部

オペレーションルーム
（２Ｆから見学可能）

ロッカールーム
（ロフトに仮眠室）

図 3

図 2

図 1
　

防
災
拠
点
の
う
ち
、
平
成
17
年
度
か
ら
整
備

し
て
き
た
有
明
の
丘
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
施

設
（
以
下
、「
本
部
棟
」
と
い
う
）
が
竣
工
し
た

た
め
、
６
月
22
日
（
日
）
に
本
部
棟
施
設
内
（
東

京
都
江
東
区
）
に
て
竣
工
式
典
を
行
い
、
供
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
竣
工
し
た
施
設
の
概
略
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

被
災
時
に
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
応
急
対
策
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
区
内
に
、

合
同
現
地
対
策
本
部
と
な
る
本
部
棟
や
災
害
医

療
支
援
、
コ
ア
部
隊
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
、
広
域
支
援
部
隊
等
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
ス

ペ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
が
最
大
限
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
確
保
し
て
い
ま
す
（
図

１
参
照
）。

有
明
の
丘
地
区
内
の
各
機
能
の
配
置

　

本
部
棟
施
設
は
地
上
２
階
建
て
で
あ
り
、
災

害
時
の
機
能
確
保
に
配
慮
し
て
、
建
物
を
積
層

ゴ
ム
等
で
支
え
る
免
震
構
造
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
部
棟
施
設
の
北
側
半
分
は
、
災
害
時
に
お

い
て
合
同
現
地
対
策
本
部
と
し
て
機
能
す
る
た

め
に
必
要
な
防
災
関
連
部
分
と
し
て
、
南
側
半

分
は
、
平
常
時
に
お
い
て
人
々
が
防
災
に
関
す

る
体
験
学
習
等
を
行
う
公
園
関
連
部
分
と
し

て
、
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
関
連
部
分
と
し
て
、
１
階
に
、
災
害
時

に
現
地
合
同
対
策
本
部
と
し
て
機
能
す
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
、
本
部
会
議
室
、
指
揮
所

ブ
ー
ス
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
諸
室
を
配
置
し

て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

２
階
に
は
、
ロ
ッ
カ
ー
、
仮
眠
室
、
食
堂
等

の
生
活
関
連
諸
室
等
を
配
置
し
、
円
滑
な
応
急

本
部
棟
の
機
能

対
策
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
通
信
専
用
の
ア
ン
テ
ナ
塔
を

建
設
し
、
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
配
備
し
て
い

る
な
ど
、
中
央
防
災
無
線
を
中
心
と
し
た
災
害

時
の
確
実
な
情
報
通
信
手
段
を
確
保
し
て
い
ま

す
（
図
３
参
照
）。

竣工式典では、主催者を代表して泉防災担当大臣
があいさつを行った。
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中央防災会議「東南海、南海地震等に関する専門調査会」（座長 土岐憲三 立命館大学教授）では、
中部圏・近畿圏の内陸直下で発生する地震への防災対策について検討を進めてきました。

今回は、平成 20年 5月14日に公表された結果をお伝えいたします。

中部圏・近畿圏の内陸直下地震による被害想定結果
～経済、交通、ライフライン被害等～

回
線
率
約
23
％
、
ガ
ス
供
給
停
止
率
約
82
％
（
注

４
）
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
猿
投

－

高
浜
断
層
帯
の
地
震
で
は
、
経

済
被
害
額
約
33
兆
円
（
う
ち
直
接
被
害
約
25
兆

円
、
間
接
被
害
約
８
兆
円
）、
交
通
寸
断
に
よ
る

影
響
人
流
量
約
６
６
０
０
万
人
、
影
響
物
流
量
約

４
０
０
０
万
ト
ン
、
影
響
額
約
３
・
９
兆
円
、
高

速
道
路
橋
梁
・
高
架
橋
の
大
被
害
約
10
カ
所
（
注

2
）、
新
幹
線
橋
梁
・
高
架
橋
の
大
被
害
約
10
カ

所
（
注
3
）、
避
難
者
約
２
５
０
万
人
、
帰
宅
困

難
者
約
96
万
人
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
被
害
で
は
、
1
日
後
の
愛
知
県
内
の

値
で
断
水
率
約
56
％
、
停
電
率
約
24
％
、
下
水

道
機
能
支
障
率
約
21
％
、
不
通
回
線
率
約
14
％
、

ガ
ス
供
給
停
止
率
約
99
％
（
注
4
）
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
構
造
線
断
層
帯
の
地
震
で
は
、
大

阪
府
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
で
計
47
集
落
、
約

６
９
０
０
戸
の
孤
立
集
落
の
発
生
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
養
老

－

桑
名

－

四
日
市
断
層
帯

の
地
震
で
は
、
四
日
市
臨
海
地
区
の
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
で
漏
洩
約
50
施
設
、
破
損
等
約
７
０
０
施

設
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

右
記
の
ほ
か
、
建
物
倒
壊
に
よ
る
道
路
閉
塞
の

会議の冒頭であいさつを行う、泉防災担当大臣。

専門調査会の様子。奥中央が土岐座長。

Earthquake

専
門
調
査
会
に
お
け
る
検
討
経
過

　

本
専
門
調
査
会
で
は
、
中
部
圏
・
近
畿
圏
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
内
陸
直
下

地
震
に
つ
い
て
、
平
成
18
年
12
月
に
想
定
震
度
分

布
を
公
表
し
、
そ
の
後
、
各
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
被
害
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

平
成
19
年
11
月
に
は
建
物
被
害
・
人
的
被
害
等

の
推
計
結
果
を
、
平
成
20
年
２
月
に
は
文
化
遺
産

の
被
災
可
能
性
を
そ
れ
ぞ
れ
公
表
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
回
、
経
済
、
交
通
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

等
の
被
害
の
推
計
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
平
成
20

年
５
月
14
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
推
計
で
は
、
主
に
、
大
阪
府
を
中
心
に

近
畿
圏
で
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
す
上う
え

町ま
ち

断
層

帯
の
地
震
と
、
愛
知
県
を
中
心
に
中
部
圏
で
最
大

の
被
害
を
も
た
ら
す
猿さ

投な
げ

－

高た
か

浜は
ま

断
層
帯
の
地
震

を
対
象
と
し
、
冬
の
昼
12
時
、
風
速
15
ｍ
/
ｓ

に
地
震
が
発
生
し
た
ケ
ー
ス
（
交
通
寸
断
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て
は
６
カ
月
復
旧
時
の
ケ
ー
ス
）
を

想
定
し
て
計
算
を
行
い
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
上
町
断
層
帯
の
地
震
に
よ
り
、

経
済
被
害
額
約
74
兆
円
（
う
ち
直
接
被
害
約

61
兆
円
、
間
接
被
害
約
13
兆
円
）、
交
通
寸
断
に

よ
る
影
響
人
流
量
約
５
３
０
０
万
人
、
影
響
物
流

量
約
３
７
０
０
万
ト
ン
、
影
響
額
約
３
・
４
兆
円
、

高
速
道
路
橋
梁
・
高
架
橋
の
大
被
害
（
注
１
）
約

10
カ
所
（
注
２
）、
新
幹
線
橋
梁
・
高
架
橋
の
大

被
害
約
20
カ
所
（
注
３
）、
避
難
者
約
５
５
０
万

人
、
帰
宅
困
難
者
約
２
０
０
万
人
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
で
は
、
1
日
後

の
大
阪
府
内
の
値
で
、
断
水
率
約
67
％
、
停
電
率

約
41
％
、
下
水
道
機
能
支
障
率
約
31
％
、
不
通

被
害
想
定
結
果
に
つ
い
て
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●上町断層帯の地震

経済被害総額：約74兆円

・建　物　約45兆円
・家　財　約5兆円
・その他　約11兆円

・被災地域内の損失　　約9.8兆円
・被災地域外への波及　約3.2兆円

直接被害：約61兆円

間接被害：約13兆円

●猿投─高浜断層帯の地震

経済被害総額：約33兆円

・建　物　約17.4兆円
・家　財　約1.6兆円
・その他　約6兆円

・被災地域内の損失　　約5.5兆円
・被災地域外への波及　約2.5兆円

直接被害：約25兆円

間接被害：約8兆円

間接被害
約13兆円
（18％）

間接被害
約8兆円
（24％）

直接被害
約61兆円
（82％）

直接被害
約25兆円
（76％）

（参考）首都直下の経済被害総額：約106兆円（交通寸断による被害約6兆円を除く）
　　　 （直接被害計：約67兆円、間接被害：約39兆円

経済被害額の推計結果（冬の昼12時 風速15ｍ/ｓ）

うえまち さなげ たかはま

Disaster Management 

NEWS

注１：大被害：機能支障に至るような、崩壊、倒壊、変形の大きな損傷等の被害　注２：平成16 年度末時点の耐震対策率を用いて算出
注３：平成17年度末時点の耐震対策率を用いて算出　注４：電力、通信、ガスについては、各事業者のサービスエリア内を対象とする
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人流・物流寸断の影響（6ヶ月復旧時）

（参考）首都直下の被害想定結果：人流計 約1.5兆円、物流計 約4.7兆円

※交通寸断発生を
　仮定した場合

・道路　約2,000万人
・鉄道　約3,300万人

・人流計　約0.9兆円
・物流計　約2.5兆円

●上町断層帯の地震

影響人流量：約5,300万人

影響物流量：約3,700万㌧

交通寸断影響額：約3.4兆円

中国道

名神高速
名神高速

新幹線 新幹線

大
阪
府

兵
庫
県
以
西

京
都
府
以
東

うえまち

・道路　約1,800万人
・鉄道　約4,800万人

・人流計　約1.1兆円
・物流計　約2.8兆円

●猿投─高浜断層帯の地震

影響人流量：約6,600万人

影響物流量：約4,000万㌧

交通寸断影響額：約3.9兆円

北陸道・上信越道

名神高速

中央道

新幹線 新幹線

東名高速愛
知
県

三
重
県
以
西

静
岡
県
以
東

さなげ たかはま

図1：上町断層帯の地震及び猿投－高浜断層帯の地震により想定される経済被害

図2：上町断層帯の地震及び猿投－高浜断層帯の地震により想定される人流・物流寸断の影響

お
わ
り
に
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今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
被
害
想
定
結
果
を
踏

ま
え
、
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
対

策
を
含
ん
だ
専
門
調
査
会
報
告
を
と
り
ま
と
め

る
と
と
も
に
、
予
防
対
策
か
ら
応
急
対
応
、
復
旧
・

復
興
対
策
ま
で
含
ん
だ
総
合
防
災
対
策
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
地
震
対
策
大
綱
を
策
定
す

発
生
可
能
性
、
高
層
ビ
ル
の
事
務
所
や
住
宅
内
で

の
エ
レ
ベ
ー
タ
内
閉
じ
込
め
者
数
、
地
下
街
で
パ

ニ
ッ
ク
が
発
生
し
た
場
合
の
死
傷
者
数
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
が
被
災
し
た
場
合
の
駅
滞
留
者
の
死
傷
者

数
等
の
想
定
項
目
に
つ
い
て
推
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
今
回
の
被
害
想
定
結
果
や
、
本
専
門
調

査
会
の
議
事
概
要
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。



　

善
光
寺
地
震
が
発
生
し
た
際
、
被
災
し

て
生
き
残
っ
た
人
々
は
ど
う
し
た
の
で

し
ょ
う
。
地
震
翌
朝
は
お
む
す
び
な
ど
緊

急
食
料
が
近
隣
か
ら
共
助
で
差
し
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
一
週
間
ほ
ど
で
仮
小
屋
の
よ

う
な
避
難
所
を
主
と
し
て
自
助
で
確
保
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
、
倒
壊
と
火
災
と

を
運
よ
く
免
れ
た
参
詣
者
は
、
街
道
沿
い

の
住
民
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
帰
郷
し
て

い
き
ま
し
た
。
二
週
間
後
に
は
犠
牲
者
鎮

魂
の
た
め
供
養
や
遺
体
収
容
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
火
災
に
懲
り
て
道
路
の
拡
幅
提
案

が
住
民
か
ら
上
が
っ
て
く
る
の
も
こ
の
頃

で
す
。
ち
ょ
う
ど
田
植
え
前
の
時
期
だ
っ

た
の
で
、
苗
を
失
っ
た
農
家
に
対
し
て
は

藩
が
籾
米
や
苗
を
手
当
て
し
て
丸
一
年
収

穫
が
皆
無
に
な
ら
な
い
よ
う
手
当
て
も
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
被
害
の
大
き
い
世
帯

の
復
興
に
は
や
は
り
十
年
単
位
で
時
間
が

か
か
り
、
震
災
の
痛
手
は
人
口
減
少
と
地

域
経
済
レ
ベ
ル
の
低
下
と
し
て
長
く
影
響

し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
藩
や
代
官
所
は
被

害
状
況
の
把
握
に
努
め
、
復
興
の
た
め
に

様
々
な
手
を
打
っ
て
い
ま
す
。

　

善
光
寺
地
震
が
発
生
し
た
時
、
松
代
藩

の
第
八
代
藩
主
真
田
幸
貫
は
松
代
城
に
居

て
地
震
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
幸
貫
は
寛

政
の
改
革
で
有
名
な
松
平
定
信
の
二
男
。

地
震
の
二
十
二
年
前
に
真
田
家
に
養
子
で

入
り
、
天
保
の
改
革
で
は
老
中
も
勤
め
る

な
ど
、
有
能
で
藩
の
運
営
手
腕
に
も
長
け

て
い
ま
し
た
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
松

代
藩
は
地
震
後
迅
速
に
組
織
的
に
対
応
。

備
蓄
米
を
使
っ
た
「
お
救
い
小
屋
」
で
の

緊
急
食
料
供
給
や
、
土
砂
崩
れ
に
よ
る
川

の
せ
き
止
め
に
犀
口
で
の
堤
防
で
対
処
し

よ
う
と
す
る
緊
急
土
木
工
事
（
こ
れ
は
被

災
民
に
手
当
て
を
支
給
す
る
手
段
で
も

あ
っ
た
）
な
ど
の
地
元
で
の
救
済
・
減
災

対
策
に
留
ま
ら
ず
、
被
災
状
況
の
絵
図
を

用
い
て
幕
閣
向
け
に
被
害
の
甚
大
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
江
戸
で
の
拝
借
金
獲
得
外
交

活断層の大地震

マグニチュード 〉〉〉7.4（推定）

死者総数 〉〉〉8000～1万人

全壊及び焼失家屋 〉〉〉約 2万戸

山崩れ 〉〉〉4万カ所以上

善光寺地震PROFILE

一
八
四
七
年
五
月
八
日
（
弘
化
四
年
三
月
二
十
四
日
）、

御
開
帳
で
賑
わ
っ
て
い
た
善
光
寺
界
隈
を
含
む

長
野
盆
地
西
側
で
発
生
し
た
の
が
善
光
寺
地
震
で
す
。

前
号
で
は
、
地
震
発
生
の
原
因
と
な
っ
た
活
断
層
の
様
子
や

地
震
に
よ
る
被
害
の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
地
震
後
の
人
々
の
対
応
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

地
震
翌
朝
か
ら
支
援
は
開
始
さ
れ
た
が
、

復
興
に
は
十
年
単
位
の
時
間
が
か
か
っ
た

過 去 の
災 害 に
学 ぶ ●19

善光寺地震2
そ の

1847年5月8日

文：松浦律子（地震予知総合研究振興会地震調査研究センター解析部）
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所領 藩と被災地域の石高 全損 半損 死人 その他

善光寺 一千 米５升 /人支給

松代藩 十万
（被災は2/3 程度）

3分米 2斗 5升
全壊 2 分 1分 塔婆1枚 / 死者 米１俵 / 軒貸与

飯山藩 二万 1分 1朱

須坂藩 一万（洪水被害）2両 3 分 2朱 2両 / 
軒貸与

難渋者へ1両、
洪水 2歩

椎谷藩 一万
（内長野は五千） 7両 2 分 5両 1両 難渋者へ1分～1両

中野代官所 五万八千
（被災地域は7割） 1両 宿駅は加算有り

上田藩・
塩崎知行所

五万三千・五千
（川中島は両方で 1万） 1両程度 半分

松本藩 六万
（被災2組は1割程度） 米 4俵と1～ 4両 2 俵 再建に3両を

10 年貸与

も
行
い
ま
し
た
。
藩
主
以
下
一
丸
と
な
っ

た
対
応
を
し
た
松
代
藩
で
は
、
公
私
の
記

録
も
後
代
の
た
め
に
と
膨
大
に
残
さ
れ
、

善
光
寺
地
震
の
実
像
を
今
日
の
我
々
に
も

よ
く
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

幸
貫
の
松
代
藩
で
も
こ
の
災
害
に
よ
り
生

じ
た
事
実
上
の
財
政
破
綻
は
幕
末
ま
で
持

ち
越
さ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。

　

椎
谷
藩
は
本
拠
地
が
新
潟
県
柏
崎
で
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
は
一
万
石
の
半
分
が

長
野
盆
地
内
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
大

き
く
被
災
し
た
の
は
問
御
所
村
（
現
長
野

市
鶴
賀
）
だ
け
で
主
力
の
六
川
陣
屋
周
辺

（
現
小
布
施
町
）
が
被
害
軽
微
で
し
た
。
自

領
の
被
災
者
に
多
額
の
救
援
金
を
支
給
し

た
椎
谷
藩
は
、
当
時
評
判
を
良
く
し
ま
し

た
。
次
に
支
援
金
が
多
か
っ
た
の
は
椎
谷

藩
と
所
領
が
隣
接
し
被
害
も
洪
水
が
殆
ど

で
あ
っ
た
須
坂
藩
（
現
須
坂
市
）
で
す
。

　

最
も
貧
弱
だ
っ
た
の
は
飯
山
藩
。
松
代

藩
が
地
震
後
の
活
動
も
活
発
だ
っ
た
の
に

比
較
し
、
飯
山
藩
は
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
飯
山
で
は
、
城
下
の
町
は
火
災
、

西
側
山
間
地
は
倒
壊
と
土
砂
災
害
と
藩
全

体
が
被
災
し
、
人
的
・
物
的
損
害
も
甚
大

だ
っ
た
の
に
、
最
近
の
飯
山
市
史
編
纂
ま

で
地
元
で
も
善
光
寺
地
震
の
被
害
や
教
訓

は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
感
が
あ
り
ま
す
。
地

震
の
十
九
日
後
の
震
生
湖
決
壊
に
よ
る
洪

水
の
際
は
、
警
戒
し
て
い
た
見
張
り
藩
士

が
増
水
を
察
知
し
て
的
確
に
避
難
さ
せ
た

の
で
、
飯
山
領
内
で
の
人
的
損
失
は
防
い

で
い
ま
す
。
し
か
し
元
々
財
政
基
盤
が
脆

弱
な
た
め
か
、
復
興
も
自
助
中
心
で
長
期

間
後
遺
症
に
苦
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

上
田
藩
は
稲
荷
山
で
火
災
、
川
中
島
領

が
洪
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
松
本
藩
は

北
東
部
の
大
町
組
と
池
田
組
に
山
崩
れ
の

被
害
が
生
じ
、
さ
ら
に
震
生
湖
決
壊
ま
で

は
湛
水
に
よ
る
水
没
被
害
が
加
わ
り
ま
し

た
。
し
か
し
ど
ち
ら
も
被
災
地
域
は
一
部

で
あ
り
、
藩
の
規
模
も
中
程
度
で
あ
っ
た

の
で
救
援
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
す
。

中
野
代
官
所
管
轄
地
で
は
、
西
半
分
に
あ

た
る
牟
礼
等
、
西
側
山
間
地
部
分
が
土
砂

崩
壊
、
千
曲
川
沿
い
が
洪
水
の
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
当
時
の
高
田
代
官
は
復
興
に

尽
力
し
た
の
で
、
地
元
民
が
後
代
彼
を
顕

彰
す
る
祭
り
を
行
う
ほ
ど
感
謝
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

各
藩
は
被
災
者
へ
援
助
し
た
者
を
表
彰

す
る
な
ど
共
助
を
奨
励
し
ま
し
た
。
公
助

に
限
度
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
復
興
資
金

の
多
寡
は
今
日
で
も
大
問
題
で
す
。
震
災

が
発
生
す
る
毎
に
義
捐
金
は
そ
れ
な
り
に

集
ま
り
ま
す
。
人
口
が
少
な
い
地
域
が
被

災
し
た
場
合
は
、
一
人
当
た
り
復
興
に
明

ら
か
に
効
果
が
あ
る
金
額
と
な
り
え
ま
す
。

し
か
し
、
被
災
者
数
が
百
倍
・
千
倍
と
な

る
都
市
人
口
密
集
地
に
被
害
が
生
じ
た
場

合
、
義
捐
金
は
せ
い
ぜ
い
数
倍
に
し
か
増

加
し
な
い
の
で
、
個
々
人
に
と
っ
て
の
効

果
は
非
常
に
低
く
な
り
ま
す
。
大
都
市
が

被
災
し
た
場
合
、
復
興
に
お
け
る
公
助
の

比
率
が
必
然
的
に
高
く
な
り
ま
す
。
分
業

が
進
み
便
利
な
都
市
に
生
活
す
る
者
は
、

災
害
時
に
は
相
当
の
自
助
の
覚
悟
と
、
地

縁
・
血
縁
で
は
な
い
共
助
の
涵
養
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

真田宝物館所蔵の「信州地震大絵図」。これは松
代藩で作成された善光寺地震の被害の様子の絵
図である。他藩の部分も書かれており、実際の距
離とは山間部分でゆがんではいるが、土砂崩れや
洪水被害の分布がよく表現されている。

各藩の支給金等（内閣府「1847善光寺地震報告書」より作成）。
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地震、津波、風水害……さまざまな災害を実際に体験した方に、
「もし、一日前に戻れたら何をしますか？」と訊ねたのが、「一日前プロジェクト」。被災者の声は、
私たちにいろいろなことを教えてくれます。今月のテーマは『台風 23号（平成16年10月）』です。

私たち（被災者）から皆さんに伝えたいこと

http://www.bousai.go.jp/km/imp/
被災者の実体験を聞くことができる『一日前プロジェクト』は左記HPでも見ることがで

きます。家庭はもちろん、地域や職場など、さまざまな話が掲載されていますので、企業

の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

　災害対応にあたっていると、避難する

側の人の心構えが大事だなと思います。「犬

を飼っているので、犬を連れていってもい

いか」とか、「寝る布団はあるのか」、「食う

ものはあるか」とか、いろんなことを言う人

もいました。

　市営住宅の人たちを避難させに行った

ときには、消防団が車で送り迎えしてくれ

るというような考えでいるから、なかなか自

分から動かないんですよ。みんな乗用車を

持っているんだから、各戸で誘い合って乗っ

ていったらいいのに、悲しいかな、それが

できない。何度も車で往復しなければなら

ず、時間もかかって大変でした。

　それ以降、台風時などの出水について

は早目の避難ということで、住民の皆さん

方には、早い形で自主的に避難をしてくだ

さいというようなマニュアル作りをしていま

す。

　これからは住民の皆さんが自主的に動

く自主防災会のようなシステムをこしらえて

おく必要があると思いますね。

人に頼る避難より
自主避難を
（徳島市 50 代 男性 消防団員）

　ほとんどの人が火災のときぐらいしかサ

イレンを聞いていないので、サイレンを鳴ら

しても、漠然と水が出ているらしいというこ

とはわかっても、どういう状況かは理解で

きていないのです。

　だから、

「雨が強く降っていますよ」

「水が異常に増えていますよ」

「消防団が警戒を始めましたよ」

「一部の方が避難しましたよ」

「どんどん水が増えていますよ」

「山崩れも起きましたよ」

というお知らせの後に、

「逃げなさい」

言うたら初めて逃げる。

　いきなり「逃げろ」と言われて、逃げる

者はやっぱりいないなと思いました。これ

は非常に大きな反省点です。

いきなり「逃げろ」といわれても、
どうしていいかわからない
（福知山市 60 代 男性）

　時間雨量にして80mmは降りましたね。

何百年と続く家が、初めて水に浸かったほ

ど、集中的にこの山沿いに降ったんです。

　昔からこの辺りは水が出やすいところで

すから、みんな台風が来るとわかったら、

すぐに車を堤防の上に上げたりしていまし

た。台風の大きさには関係ありません。前

もって高いところに上げておかないと。来

てからでは遅いんです。夜、寝静まったこ

ろが風雨のピークになることもありますか

ら。

　この災害をきっかけにして、寝ていて気

がつかない人がおるといかんというので、

半年ぐらい前にここら辺一帯の連絡網み

たいなものを作りました。みんなの電話番

号を知っておいて、お互いに連絡するよう

にしようということでね。

　一番早く、ちょっと危なさそうだぞとわ

かった人が、連絡してあげるということです。

気がつかない人に知らせる
電話連絡網
（徳島市 40 代 男性）

もし、1日前に戻 れたら…
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あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
！

防
災
、
災
害
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
ま
で
、
は
が

き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

専
門
家
が
、
て
い
ね
い
に
お
答
え
し
ま
す
。

〒
1
0
0-

8
9
6
9 

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1-

2-  
2

中
央
合
同
庁
舎
5
号
館
3
階

内
閣
府
（
防
災
担
当
）　

防
災
Q
&
A
係 

ま
で

０
３-

３
５
８
１-

８
９
３
３
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

info@
kouhou-bousai.jp

　

自
主
防
災
活
動
は
、
な
ぜ
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
？

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
防
災

関
係
機
関
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、
被
災
地

の
住
民
自
ら
が
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
す
。

　

特
に
災
害
発
生
直
後
は
、
初
期
消
火
、

救
出
・
救
護
、
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
、

応
急
手
当
、
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
給
食
・

給
水
な
ど
、
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
偶

然
被
災
地
に
居
合
わ
せ
た
人
た
ち
で
対
処

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
備

え
て
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
家
族
や
友
人
、
P
T
A
、
町
内

会
、
生
涯
学
習
の
集
ま
り
な
ど
、
日
常
の

機
会
を
活
用
し
て
、
日
ご
ろ
、
防
災
に
つ

い
て
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
防
災
訓
練
で
も
、

避
難
訓
練
や
救
護
訓
練
な
ど
だ
け
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
場
を
設
け
る
の

も
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
地
域

を
よ
く
知
る
た
め
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
、
災

害
時
要
援
護
者
宅
の
危
険
な
家
具
の
配
置

ま
ず
は
、
み
ん
な
で

話
し
合
う
こ
と

必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
、

信
頼
関
係
も
築
け
ま
す

京
消
防
庁
防
災
部
生
活
安
全
課
）
な
ど
、

各
所
で
資
料
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
大
い
に
活
用
し
、
で
き
る
こ
と
か

ら
一
歩
一
歩
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

災
害
が
起
き
た
時
、
地
域
を
守
れ
る
か

ど
う
か
は
日
ご
ろ
の
備
え
と
隣
近
所
の
助
け

合
い
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
ず
、

自
分
の
身
を
守
り
、
家
族
の
安
否
確
認
、

そ
し
て
地
域
全
体
の
安
全
を
確
認
す
る

な
ど
、
緊
急
事
態
だ
か
ら
こ
そ
発
揮
で

き
る
「
防
災
力
」
を
、
み
ん
な
で
培
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
け
が
み
・
み
き
こ
●
1
9
7
0
年
に
、
東
京
Y
W
C
A

学
院
社
会
福
祉
科
卒
業
。
東
京
Y
W
C
A
体
育
部
職

員
を
経
た
後
、
92
年
よ
り
市
民
防
災
研
究
所
に
関
わ
る
。

専
門
分
野
は
市
民
防
災
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
。

（
財
）
市
民
防
災
研
究
所
理
事

（
財
）
日
本
Y
W
C
A
常
任
委
員

池
上 

三
喜
子

換
え
や
家
具
類
の
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、
見
守
り
活

動
、
防
災
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

　

実
行
す
る
に
は
、
消
防
団
員
、
自
衛
消

防
隊
員
、
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
民
生
委

員
、
医
師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
介
護
支

援
従
事
者
、建
設
関
連
業
者
、学
校
関
係
者
、

自主防災に
取り組みたいのですが

何をしたら
よいでしょうか？

 防災

Q＆A

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
な
ど
、
多
く
の
人

の
協
力
と
定
期
的
な
集
ま
り
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
集
会

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て「
顔
の
見
え
る
」

関
係
が
で
き
て
く
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

ま
た
、
町
会
の
広
報
や
ミ
ニ
コ
ミ
紙
な
ど

で
、
地
域
の
人
に
防
災
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
継
続
し
て
知
ら
せ
る
こ
と
も
大
切

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
〜
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
地
震
に
備
え
て
〜
千
葉
県
教
育

委
員
会
）、
市
町
村
や
消
防
本
部
な
ど
で
実

施
さ
れ
る
研
修
の
た
め
の
資
料
（「
防
災
研

修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
講
師
支
援
教
材
」
総

務
省
消
防
庁
国
民
保
護
・
防
災
部
防
災
課
）、

防
災
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
資
料
（「
児

童
等
に
対
す
る
防
火
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
東

で
す
。
パ
ソ
コ
ン
通
信
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
方
法
も
あ
り
、
こ
の

時
こ
そ
若
い
人
の
出
番
。
大
い
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。地
域
の
た
め
と
な
れ
ば
、

喜
ん
で
手
助
け
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

大
事
な
の
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
と
共
に
防
災
を
学
ぶ
こ
と
。
最
近
、
教

職
員
の
た
め
の
防
災
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
（「
備
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「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
、
ま
さ
に

こ
の
こ
と
で
す
よ
ね
」

も
う
7
年
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
三
陸

に
住
む
あ
る
男
性
の
言
葉
を
片
時
も
忘
れ

た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
男
性
と
私
が
立
っ

て
い
た
場
所
は
海
を
見
下
ろ
す
高
台
。
初

任
地
で
岩
手
県
に
赴
任
し
た
私
は
、
明
治

29
年
と
昭
和
8
年
の
三
陸
地
震
津
波
、
そ

れ
に
チ
リ
地
震
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
三
陸
沿
岸
の
街
を
訪
ね
、
津
波
の
体

験
者
か
ら
当
時
の
様
子
を
聞
き
取
る
取
材

を
重
ね
て
い
た
。
こ

の
高
台
に
は
、
昭
和

8
年
の
津
波
で
生
き

残
っ
た
人
た
ち
が
、

二
度
と
津
波
の
被
害

を
受
け
な
い
よ
う
に

と
集
団
で
移
転
し
て

い
た
。
し
か
し
、
時
が
た
つ
と
、
海
か
ら

離
れ
て
暮
ら
す
不
便
さ
か
ら
、
住
民
た
ち

は
元
の
海
岸
近
く
へ
戻
っ
て
い
っ
た
と
い

う
。
高
台
に
は
家
の
土
台
だ
け
が
残
り
、

見
渡
す
と
海
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
家
が
建

ち
並
ん
で
い
た
。
時
と
と
も
に
風
化
し
、

薄
れ
て
い
く
危
機
感
。
こ
の
後
、
多
く
の

取
材
現
場
で
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
の
赴
任
地
、
宮
城
県
で
は
、
昭
和

53
年
の
宮
城
県
沖
地
震
で
幼
い
子
ど
も
の

命
を
奪
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
、
補
強
さ
れ

な
い
ま
ま
各
地
に
残
さ
れ
て
い
た
。
専
門

家
の
協
力
を
得
て
、
番
組
で
繰
り
返
し
対

策
を
呼
び
か
け
た
。
対
策
を
と
ら
な
け
れ

ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
、
住
宅
も
、
家
具
も
、

大
地
震
の
際
に
危
険
な
凶
器
に
な
る
こ
と

を
人
び
と
は
知
っ
て
い
る
は
ず
な
の
だ
が

…
…
。

過
去
の
災
害
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
ず
、

再
び
現
実
の
災
害
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
昭
和
53
年
の
宮
城
県
沖

地
震
以
降
、
数
々
の
地
震
で
起
き
た
「
非

構
造
部
材
」
の
被
害
。
体
育
館
な
ど
の
天

井
部
材
や
照
明
器
具
が
地
震
で
落
下
す
る

も
の
で
、
建
物
の
躯
体
だ
け
で
な
く
非
構

造
部
材
の
補
強
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
番

組
で
訴
え
た
。し
か
し
番
組
か
ら
1
年
後
。

仙
台
市
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
屋
内
プ
ー

ル
で
、
天
井
部
材
が
地
震
で
崩
落
し
、
多

数
の
け
が
人
が
出
た
。
現
場
を
見
た
瞬
間
、

悔
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
。
正
直
言
っ
て
時
々
無

力
感
に
襲
わ
れ
る
。
だ
が
、
取
材
を
続
け

る
中
で
、
参
考
に
な
る
取
り
組
み
に
出
会

う
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
チ
リ
地
震

津
波
の
被
害
を
経
験
し
た
宮
城
県
沿
岸
北

部
の
町
。
津
波
が
起
き
た
際
、
土
地
勘
の

な
い
観
光
客
で
も
、
ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
い

い
か
一
目
で
わ
か
る
よ
う
、
避
難
標
識
の
デ

ザ
イ
ン
を
見
直
そ
う
と
い
う
検
討
会
が
立

ち
上
が
っ
た
。
議
論
に
参
加
し
た
住
民
の

皆
さ
ん
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、
た
く
さ
ん

の
案
が
次
々
に
出
さ
れ
て
い
た
。
完
成
し

た
標
識
を
使
っ
て
行
っ
た
訓
練
で
は
、
標

識
を
設
置
す
る
向
き
に
よ
っ
て
、
歩
い
て

い
る
う
ち
に
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
わ
か
っ
た
。
実
地
で
培
わ
れ
る
災
害
へ

の
想
像
力
。
津
波
が
襲
っ
た
場
合
の
危
機

感
を
住
民
と
行
政
が
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
た
結
果
だ
と
思
う
。

将
来
、
自
分
の
周
り
で
災
害
が
起
き
た

ら
ど
う
な
る
か
、
い
ま
、
そ
の
危
険
性
を

住
民
一
人
ひ
と
り
が
リ
ア
ル
に
想
像
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
内
閣

府
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
機
関
は
、
ネ
ッ

ト
を
使
っ
て
自
宅
周
辺
の
災
害
の
危
険
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
た
り
、
津
波
や
火
山
噴
火
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
C
G
を
開
発
し
た
り

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ソ
フ
ト
が
よ
り
き
め

細
か
く
な
り
、
誰
で
も
使
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
住
民
の
災
害
へ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
膨

ら
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
災
害
を
い
か
に
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
か
」

今
後
各
地
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

広
が
り
、
定
着
し
て
い
く
の
か
、
今
後
も

注
視
し
、
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

危険に対する
リアリティ

なかまる　けんいち●1998年NHK入局。
盛岡放送局、仙台放送局を経て2006年
から社会部で災害や土木の取材を担当。

NHK報道局社会部

中丸憲一

記 者 の

眼
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Schedule地震による激しい揺れがまた日本の
国土を襲い、東北地方の美しい山野
に大きく無惨な爪痕を残した。能登
半島地震以降、今日まで震度 5強
以上の地震が３度発生している。単
純計算で5カ月に1度の割合で「立っ
ていることができず、はわないと動
くことができない」ほどの大きな地
震が発生し、尊い生命が失われ甚大
な被害が発生したことになる。今こ
そ、自らの身は自ら守るための方策
を個々人がよく考え行動し、自然災
害が決して「他人事」ではなく、いつ、
どこでも自分の身に起こりうるもの
だという切迫感を持ち続ける必要性
を痛感している。 （大）

毎年多くの人が犠牲となる大雨や台
風、そして6月の岩手・宮城内陸地
震の被害から、人間の力では及びよ
うのない自然災害の強大さ恐ろしさ
を見せつけられる。それでも避けられ
た被害もあるはず。過去の災害から
学び伝え行動し続けるみなさんの取
り組みが、もっと多くの人々に伝わり
行動につながれば。 （竹）
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東
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沖
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が
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は
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南
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ラ
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」
と
呼
ば
れ

る
海
底
の
窪
地
が
続
い
て
い
る
。
M
8

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
が
、
繰
り
返
し
発

生
し
て
お
り
、
地
震
の
巣
と
も
言
わ
れ

て
い
る
場
所
だ
。

　

前
回
発
生
し
た
巨
大
地
震
か
ら
60

年
以
上
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

海
洋
研
究
開
発
機
構
が
、
文
部
科
学

省
の
委
託
を
受
け
、
紀
伊
半
島
沖
熊

野
灘
を
中
心
に
精
密
な
観
測
を
行
う

「
地
震
・
津
波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
進
め
て
い
る
。　
　
　
　

　

海
底
に
地
震
計
と
水
圧
計
を
20
カ

所
に
設
置
、
す
べ
て
の
観
測
点
を
海
底

ケ
ー
ブ
ル
で
つ
な
ぎ
、
陸
上
局
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
伝
達
す
る
。
地
震

が
起
き
た
ら
陸
に
到
達
す
る
前
に
規

模
な
ど
を
報
告
す
る
ほ
か
、
地
震
・
津

波
の
起
こ
り
方
や
そ
の
規
模
の
正
確
な

予
測
の
高
精
度
化
も
目
指
し
て
い
る
。

8 月～9月の予定

6 月  3 日 首都直下地震避難対策等専門調査会（第 12 回）

6月 11 日 大規模水害対策に関する専門調査会（第 10 回）

6月 22 日 有明の丘基幹的広域防災拠点施設竣工式典

7月 14 日 重要文化財建造物の総合防災対策検討会（第 1回）

7月 24 日　東南海、南海地震等に関する専門調査会（第 35 回）

5 月～7月の動き

地震・津波観測監視システム
巨大地震震源域に精密な観測網を展開

防災技術 Front Line

JAMSTEC（海洋研究開発機構）

ご意見・ご感想を、内閣府（防災担当）まで、はがき、FAX、メールにてお寄せください。

〒100-8969  東京都千代田区霞が関1-2-2 中央合同庁舎 5号館 3階
内閣府（防災担当） 広報「ぼうさい」宛

FAX：03-3581-8933　E-MAIL：info@kouhou-bousai.jp

8 月上旬 首都直下地震避難対策等専門調査会（第 13 回）

8月 22 日～ 25 日 防災フェア 2008 in さいたま（さいたま市）

8月 30 日～ 9月 5日 防災週間

9月  1 日 防災の日、平成 20 年度総合防災訓練



「防災の日」「防災週間」
9月1日は「防災の日」、8月30日～9月5日は「防災週間」です。
わが国は、その自然条件から、台風、地震、津波などさまざまな災害が発生しやすくなっています。

このような特性を理解し、この期間に家具や備品の固定、ガラスの飛散防止、わが家の耐震診断と必要な補強、

ハザードマップの確認、家族の安否の確認方法の共有といった身近なところから、

災害による被害を少なくするための取り組みを始めてみませんか。

　国や地方公共団体などでは、この期間を中心に、防災意識の高揚、防災知識の普及を図ることを目的に、全国各地において防災
フェア、防災訓練、各種講演会などの行事を実施しています。皆さまのご家族、ご近所お誘い合わせてのご参加をお待ちしております。
　また、内閣府では、この防災週間行事として、「防災フェア」「防災ポスターコンクール」を実施します。こちらの方へもご参加、ご
応募をお待ちしております。

「防災フェア2008 in さいたま」
を開催します

第24回防災ポスターコンクール
実施のお知らせ 

　防災週間の主要行事として、内閣府、さいたま市、防災推進協議会

の共同開催で、8月22日(金 )から以下のとおり「防災フェア2008 

in さいたま」を開催します。

　27回目となる本年のフェアは、国民一人ひとりが災害への備えを日々

の生活の中で実践することを促すため、特に市民参加型・体験型のイ

ベントを充実するとともに、最新のIT 技術を活用することとしています

　「防災フェア2008 in さいたま」の詳細は、内閣府防災情報のペー

ジ http://www.bousai.go.jp/ をご覧ください。

　内閣府は、平成20年度における防災週間行事の一環として、関係

機関等の協力を得て、広く一般から防災に関するポスターデザインを公

募することにより、防災意識の一層の高揚を図り、「日頃からの具体的

な備え」を実践する国民運動を展開することを目的に、「第24回防災

ポスターコンクール」作品の募集および表彰等を実施します（主催：内

閣府、防災推進協議会）。

　昨年度は全国各地から合計で1万3115点のご応募をいただきました。

今年度の作品募集期間は、9月1日（月）～11月10日（月）です。「第

24回防災ポスターコンクール」の実施要領、作品の送り先などの詳細

は内閣府防災情報のページ http://www.bousai.go.jp/　をご覧

ください。

期間等
平成20年 8月22日（金）～8月25日（月）
テーマ
「今こそ、災害への関心を自助・共助の行動へとつなげよう！」
～あなたの行動と地域のつながりで高める防災力～

会場
さいたま市大宮区 大宮ソニックシティ周辺

昨年の防災フェア（京都市）の様子。

※防災推進協議会は昭和57年設立、日本赤十字社など70団体で構成

第23回防災
ポスターコンクール
防災担当大臣賞
（小学5、6年生の部）
宮城県涌谷町
本多 亮平（ほんだ りょうへい）
さんの作品


